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茨城県は,産業・経済の発展に伴 う広域流通機構の整備 と,県上の

普遍的な発展を図るために,県内の交通体系の整備を進めてお ります。

主要地方道水戸鉾田佐原線道路改良工事 もその一環 として計画され

たものですが,そ の予定地内には,埋蔵文化財包蔵地である沢三木台

遺跡をはじめ多 くの遺跡が確認 されていました。

財団法人茨城県教育財団は,茨城県 と埋蔵文化財発掘調査について

委託契約を結び昭和62年 7月 から昭和62年 10月 にかけて主要地方道水

戸鉾田佐原線道路改良工事地内に所在する埋蔵文化財の発掘調査を実

施 してまいりました。

本書 は,沢三木台遺跡,餓鬼塚の調査成果を収録 したものでありま

す。本書が学術的な資料 としてはもとより,教育,文化向上の一助 と

して広 く活用されますことを希望いたします。

なお,発掘調査および整理にあたり,委託者である茨城県はもとよ

り茨城県教育委員会,鉾田町教育委員会をはじめ,関係各機関および

関係各位から御指導,御協力を賜わ りましたことに対 し,深 く感謝の

意を表 します。

平成 3年10月

財団法人 茨城県教育財団

理事長 儀  田   勇
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1 本書は,昭和62年度に茨城県の委託により,財団法人茨城県教育財団が,発掘調査を実施し

た餓鬼塚,沢三木台遺跡の発掘調査報告書である。

なお, 2遺跡の所在地は次のとおりである。

餓鬼塚―鹿島郡鉾田町西台714-7番地ほか

沢三木台遺跡―鹿島郡鉾田町塔が崎415番地ほか
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第 調 査 経 緯

第 1節 調査に至る経過

主要地方道水戸鉾田佐原線 は,鉾田町内を通過 して県央 と鹿行地区を結ぶ重要な役割を果たす

道路であるが,幅員が狭 く急カーブが多いため,近年の交通量の増加に対応が難 しくなってきて

いる。特に鉾田町内においては,道路沿いに人家が密集 し,幅員を拡張することは極めて困難な

ため,茨城県は,交通量の緩和 と道路網の整備を図るため鉾田町串挽を起点 として姻田 。塔ケ崎

を結ぶ約6 1lmの 環状線道路の建設を計画した。

工事に先立ち,昭和61年 9月 1日 ,茨城県は,茨城県教育委員会に工事予定地内における埋蔵

文化財包蔵地の有無について照会 した。これに対 し,茨城県教育委員会は分布調査を実施 し,工

事予定地内に沢三木台遺跡 と餓鬼塚の 2遺跡の存在を確認 し,同年 9月 22日 ,遺跡の取 り扱いに

ついて茨城県教育委員会 と協議されたい旨回答 した。そこで,昭和61年10月 20日 ,茨城県教育委

員会 と茨城県は,文化財保護の立場から埋蔵文化財の取 り扱いについて協議を重ねた結果,現状

保存が困難であることから記録保存の処置を講ずることとなり,調査機関 として茨城県教育財団

が紹介された。茨城県教育財団は,茨城県 と埋蔵文化財発掘調査に関する業務の委託契約を締結

し,昭和62年 7月 1日 から昭和62年 10月 までの予定で沢三木台遺跡 (8,802.04∬ ),餓鬼塚 (1,170

ぜ)の調査を実施することとなった。

第 2節 調査方法

地区設定

発掘調査を実施するにあた り,遺跡及び

遺構の位置を明確にするために調査区を設

定 した。

なお,日本平面直角座標第Ⅸ系座標,X

軸 (南北),Y軸 (東西)の交点を基準点 と

して,40m方 眼を設定 し,こ の40m四方の区

画を大調査区 (大グリッド)と した。さら

に,こ の大調査区を東西,南北に各々十等

分 して 4m四方の小調査区 (小 グリッド)を 第 1図 調査区呼称方法概念図

一
-1-

垂早
司
上



設定した。

調査区の名称は,アルファベットと算用数字を用いて表記した。まず,大調査区の名称は,北

から南へA,B,C… …,西から東へ 1, 2, 3“ 。と大文字を付し,「 Al区」,「 B2区」のよ

うに呼称 した。さらに,大調査区を4m方眼に100分割した小調査区をそれぞれ同様に,北から南

へ
,「

a」 ,「 bJ,「 CJ・ 中「 j」 ,西から東へ「 lJ,「 2J,「 3」・…「 9J,「 0」 と小文字を付した。

各小調査区の名称は,大調査区の名称 と合わせて,「 Alal」 区,「 B2b2」 区のように呼称 した。

なお,基準点の測量杭打ちは,財団法人茨城県建設技術公社に委託した。

各遺跡の基準点は,次のとおりである。

(1)餓鬼塚

(2)沢三木台遺跡

基本土層の検討

沢三木台遺跡の中央部,A3c7区 内にテス

第 1層 は表土 (耕作土)で,20～ 25帥 ほ

どの厚さを有 し,ロ ーム粒子を少量含む締

まりのない暗褐色土である。第 2,3層 は,

ソフ トローム層で,ゴボウやヤマイモ耕作

による撹乱 (ト レンチャー痕)を受けてい

る。第 2層 は,10～45cmの厚さを有 し,ロ ー

ム粒子,炭化粒子を少量含む暗褐色上であ

るが,第 3層 は,40～ 50cmの厚さを有する

褐色土であり,ロ ーム粒子多量,炭化粒子

を極少量含み締 まりを有 し,少 し粘性があ

る。第 4層 は,極めて締 まりのあるハー ド

ローム層で50～60cmの 厚さを有 し,ロ ーム

X軸  (南北)17,840m, Y軸  (東西)60,480m

X軸  (南北)17,320m, Y軸  (東西)60,160m

トピットを設定 し,土層を観察した。

308 -
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第 2図 基本土層図

粒子少量を含む褐色上である。第 5層 は,14～ 20cmの厚さを有するハー ドローム層で,第 4層 と

ほぼ同一の褐色上であるが,黄橙色や浅責橙色の鹿沼パ ミスを不規則に含んでいる。第 6層 は,

10cm程 の薄い鹿沼パ ミス層である。第 7層 は極めて締 まりのある硬いハー ドローム層で,褐色を

呈 している。

遺構の多 くは,第 3層 のソフ トローム層を掘 り込んで構築されているが,第 15号土坑のように

ハー ドローム層に達する例 も見 られた。
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3 遺 構 確 認

試掘は,調査面積の16分の 1,次いで 8分の 1, 4分の 1の割合で遺構確認を行った。試掘の

結果,遺跡全体にゴボウやヤマイモ耕作のための トレンチャーによる撹乱があった。調査区の中

央部から北側には,遺構は確認されなかった。一部には谷状の落ち込みが認められたため,幅 2

m,南北40m,東西36mの十字のトレンチを入れて遺構確認に努めたが,自然堆積の谷であること

が判明した。調査区の南側からは,縄文式上器片,土師器及び須恵器の破片とともに住居跡や土

坑と思われる落ち込みが確認され,表上の厚さは30～ 60硼であることも判明した。この試掘結果

をふまえて,重機による表土除去を実施した。重機で表土除去を実施したあと,人力による遺構

確認を行い,住居跡20軒や土坑15基 を確認した。

なお,餓鬼塚は,面積の 4分の 1ま で試掘調査を実施したが,塚状の高まりは確認されず,確

認できたのは堀 1条だけである。

遺構調査

当遺跡における遺構の調査は,次の方法で行った。

住居跡の調査は,長軸方向とそれに直交する方向に土層観察用ベル トを設け, 4区 に分けて掘

り込む「四分割法」を基本 とした。地区の名称は,北から時計回りに 1～ 4区 とした。堀の調査

は,適宜な位置に土層観察用ベル トを設定し,掘 り込みを実施した。土坑の調査は,長径で三分

割して掘 り込む「三分割法」で行った。

土層観察は,色相,合有物,混入物の種類及び量並びに粘性や締まり具合を観察して,分類の

基準とした。色相の判定は,「新版標準土色帖J(小山正忠・竹原秀雄 日本色研事業株式会社)

を使用した。

遺物の取 り上げについては,住居跡,堀,土坑の各区と遺物番号,出土位置及びレベルを記録

して収納した。

遺構や遺物の出土状況の平面実測は,水糸方眼地張り測量で行ちた。

また,土層断面や遺構断面の実測は,標高をもとに水平にセットした水糸を基準にして実測し

た。縮尺は20分の 1を基本としたが,竃や部分的な微細図については10分の 1の縮尺で作成した。

記録の過程は,土層断面写真撮影→土層断面図作成→遺物出土状況写真撮影→遺物出土状況図

作成→遺構平面写真撮影→遺構断面図作成→遺構平面図作成を基本 とした。図面や写真に記録で

きない事項に関しては,野帳及び調査記録カー ドに記録し,さ らに遺構カードに整理した。
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第 3節 調査経過

沢三木台遺跡,餓鬼塚の発掘調査は,昭和62年 7月 1日 から昭和62年10月 31日 までの 4か月に

わたって実施された。以下,調査の経過について,そ の概要を月ごとに記述する。

7月 前半  沢三木台遺跡の発掘調査に必要な現場倉庫の設置,調査器材の搬入を行うとともに

調査前の全景写真撮影を実施 した。13日 から遺跡面積の16分の 1のグリッドを設定し

て,北側から試掘調査を行った。

後半  引き続き北部から中央部のグリッドによる試掘調査を実施 したが,ゴボウやヤマイ

モ耕作によるトレンチャーがローム層まで掘 り下げているため,遺構の確認は困難で

あった。試掘調査は, 4分の 1ま で拡張をした。調査区のほぼ中央部東側に黒色上の

落ち込みを確認したが,自然堆積の谷であることが判明し,調査区の北部や中央部及

び南端斜面部からは遺構を確認することはできなかった。

8月 前半  調査区の南端斜面部を除 く南側から縄文式土器片や土師器・須恵器の破片が出土し,

住居跡や土坑の落ち込みが多数確認された。 3日 から重機による表土除去を行って遺

構確認作業を実施した。その結果,竪穴住居跡18軒,土坑14基,ピ ット群 1か所を確

認した。

後半  遺構確認状況の写真撮影を行い,調査区の南側から竪穴住居跡の調査を開始した。

28日 までに住居跡 4軒,土坑11基の調査が終了した。

9月 前半  住居跡の調査は,竃の調査や住居跡の平面図作成などの記録作業が中心となった。

後半  引き続いて遺構調査を実施したが,台風や大雨のため作業を中止した日が多かつた。

30日 には住居跡13軒,ピ ット群の調査を終了した。

10月前半  沢三木台遺跡の残 りの遺構調査を進めるとともに, 7日 には餓鬼塚の遺構調査前全

景写真撮影を行い, 8日 には試掘調査を沢三木台遺跡の調査と平行して行った。餓鬼

塚は,斜面部のため,最初から面積の 4分の 1のグリッドを設定して,試掘調査を実

施した。試掘調査の結果,調査区の西端に堀状の落ち込みを確認したため,グ リッド

を拡張し,堀を確認した。その他のグリッドからは,遺構は確認されず遺物は東側の

グリッドから石鏃 1点 と煙管 (銅)1点が出上している。

後半  餓鬼塚は,堀の上層や平面実測調査を行った。沢三木台遺跡は,住居跡の調査を継

続して実施 し,両遺跡とも30日 にはすべての調査を終了した。
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第 2章 位置 と環境

第 1節 地理的環境

沢三木台遣跡は,鹿島郡鉾田町塔が崎415番地ほかに所在し,餓鬼塚は,沢三木台遺跡から北東

へ500mほ ど離れた同町西台714-7番地ほかに所在している。

鉾田町は,首都東京から北東へ約80kmに位置し,太平洋に面して茨城県の南東部に所在してい

る。町域は,東西16km,南北13km,面積は,約 107k142で ぁる。人口は,平成 3年 4月 現在28,934

人である。北は東茨城郡茨城町,鹿島郡旭村,東 は太平洋,南は鹿島郡大洋村,行方郡北浦村,

西は行方郡玉造町,東茨城郡小川町に接している。市街地は北浦の湖頭に形成され,古 くから水

陸交通の要衝の地である。

当町の太平洋岸には国道51号が縦断し,市街地中央部を主要地方道茨城鹿島線,水戸鉾田乞原

線が通っているほか,鹿島鉄道鉾田線,鹿島臨海鉄道大洗鹿島線が運行しているなど鹿行地域の

交通の要衝であり,地方行政,経済,文化及び教育の中心として栄えている。さらに,畑作を中

心とした農業は鉾田町の産業の中核をなしており,近年メロンをはじめとする施設園芸農業が急

激に発達し,京浜市場を中心に全国に出荷されている。そして,太平洋沿岸には大竹海岸などの

海水浴場や釣 り場を有し,観光地へと発展している。

本町の地形は,南西部が標高19～35mの行方台地であり,台地の東北部を巴川が町の北西から南

東に流下し北浦に流入している。その巴川を境 として町の北から南東部にかけては標高20～44mの

鹿島台地で,両台地は,南側の北浦村,大洋村の方面へ延びている。

また,鉾田川は,町のほぼ中央東部を北から南に流下し巴川と北浦湖頭の沖積低地で合流して

いる。

町の南部中ほどには,北浦が入 り込みその湖頭の沖積低地に市街地が形成されている。行方 。

鹿島台地には,巴・鉾田川の支流がそれぞれ樹枝状に入 り込み複雑な地形を形成しており,台地

上は,畑地あるいは山林 となっている。両河川とその支流の地域は沖積低地で水田となっている。

沢三木台遺跡は,鉾田町役場からほぼ西へ1.6kmほ どの地点にあり,当遺跡は,南に流下する鉾

田川と南東に流下する巴川に挟まれた鹿島台地の北西端に所在し,標高25～33mの舌状台地縁辺部

に位置している。台地は,遺跡の東側 と西側の両方から小支谷が入っており,台地上は畑地や山

林 となっている。この台地の周辺は,鉾田川,巴川や北浦湖頭の沖積低地が開け,主 に水田となっ

ている。水田との比高は25～31mで ある。

餓鬼塚は,沢三木台遺跡から北東500mほ どのところに所在しており,遺跡の所在する台地は標

高9～25mで,西及び東側には,小支谷が入 り込んでいる。低地との比高は7～24mである。
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第 2節 歴史的環境

北浦,巴川及び鉾田川 (七瀬川)を望む台地には,貝塚や古墳及び集落跡などが数多 く分布 し,

古代から多 くの人々の生活の場であったことを示 している。

鉾田町には,「茨城県遺跡地図」によると,縄文時代35遺跡,弥生時代 8遺跡,古墳時代57遺跡

奈良・平安時代 2遺跡,鎌倉・室町時代21遺跡及び江戸時代 1遺跡の計124遺跡が確認されている。

先土器時代の遺跡は,確認されていないが,遺物 として鉾田川流域にある徳 宿 遺跡 <1>か ら

出土した尖頭器が,巴川流域では梨ノ子木久保遺跡 <9>か らは柳葉形の巨大な尖頭器が出土 し

報告されている。

縄文時代になると,貝塚が形成されるようになり,現在までに350か所ほど発見されている。当

町においては14か所確認されているが,各貝塚 とも発掘調査はほとんど実施 されていないのが現

状である。 この時代の遺跡は鉾田川 と巴川の河岸の台地縁辺部に広 く分布 している。

巴川流域には,早期～前期に形成された串挽貝塚 <2>が あり,ハ イガイ,マ ガキ,オ キシジ

ミ,ハマグリの貝類 と胎上に繊維を含む土器片が出土 している。中期では,ハマグリ等の貝類や

加曽利 E式土器片が出土 した姻田貝塚 <3>,ハ マグリ・ ウミニナ等の貝類 と阿玉台式上器片 ,

加曽利 E式上器片が出土 した権現 平 貝塚 <4>,早 期の沈線文系から中期の加曽利 E式にかけて

の縄文式土器片が出上 した梨ノ子木久保遺跡,そ の他,坂戸遺跡 <5>,青 柳貝塚 <6>,中 の

宮遺跡 <7>及 び鳥栖遺跡 <8>が 存在する。

鉾田川流域には,中期に形成された鉾田貝塚 <10>,飯名貝塚 <11>,秋山遺跡 <12>,後期

の石崎台遺跡<13>,晩期の徳宿遺跡 <15>,鎌田遺跡 <14>等が存在する。

弥生時代の遺跡は,鉾田川またはその支流に近い台地縁辺部に徳宿遺跡,塙遺跡 <16>,安塚

遺跡 <17>,姻田遺跡が確認されている。

出土遺物を見ると,徳宿遺跡 と塙遺跡から中期の足洗式上器が,安塚遺跡からは足洗式上器 と

後期の土器 (十二台式土器に独特な附加条第二種による羽状縄文がほとんど見 られないことから

十王台式併行期 と考えられる。)が,姻田遺跡からは後期の十三台式土器が,そ れぞれ出土 してい

る。

古墳時代の遺跡は,古墳 (群)及び集落跡が55か所 と比較的多 く確認 されている。不二内古墳群

<19>か らは,高さ53cmの「脆座する男」や高さ68.5cmの 「重をささげる女」などの人物埴輪が

出土 している。野友権現峯古墳群 <20>,富士峯古墳群 <21>,当 間ニツ塚古墳 <22>及び氷川

古墳 <23>か らは埴輪がそれぞれ出上 し,ニツ塚古墳 <24>か らは直刀・勾玉が出上 している。
あんぼう

また,安房古墳群 <25>か らは, 7世紀中棄から8世紀初頭に位置づけられる須恵器・鉄鏃が

出土している。古墳は,円墳がほとんどで,方墳,前方後円墳は少ない。集落跡では,鉾田川流
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域に中期から後期にかけて塙遺跡,姻田川波遺跡<18>及び西台遺跡<26>が存在している。割

り塚古墳<27>か らは円墳10基が確認されている。

中世になると城館跡が中心となり,21か所確認されている。平安から戦国時代にかけて常陸大

像 氏の支族である鹿島氏一族の徳 宿 親幹が築いた徳宿城跡<28>,鎌倉から戦国時代にかけて

安房又太郎の築いた三階城跡<29>,同 じく大縁氏一族の姻田幹秀が築いた姻田城跡<30>,そ

して姻田氏の家臣の館 と伝えられている,富士山館<31>を はじめとする塙八館や砦跡が残って
たけだみちのぶ        の ども              きようどとりで         わらびとりで

いる。巴川流域には,武田通信の築いた野友城跡 <32>や,郷土砦 跡<33>,蕨 砦 跡 <34>及

び堀の内砦跡<35>が存在している。

近世の遺跡 としては,町北部の大川,紅葉地区に紅葉の勘十郎堀<36>が存在している。1706

年,水戸藩は大規模な藩営工事に着手し,松波勘十郎を中心として涸沼川から巴川流域の紅葉に

至る堀割工事をしたものである。これは,涸沼と北浦,巴川の水運を利用して奥州諸藩の物資を

江戸に運ぶための中継地であったものと考えられる。

以上のように,鉾田町は,鉾田川と巴川の水資源に恵まれ,原始・古代から近世まで各時代に

わたり多 くの遺跡があり,こ の地に人々の生活が営まれてきたことが窺える。
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表 1 餓鬼塚・沢三本台遺跡周辺遺跡一覧表

中

　

号

図

　

番

遺  跡 名

遺 跡 の 時 代 中

　

号

図

　

番

遺  跡 名

遺 跡 の 時 代

電 文 /r生 古 琴 I戸 洋+黙 亀 攻 体 生 古 墳 奈・耳 兼・室 江 戸

1 徳 宿 遺 跡 ○ ○ ○ 野友権現睾古墳 ○

2 串 挽 貝 塚 ○ 富士筆古墳辞 O

3 姻 田 只 塚 ○ 当間ニ ツ塚古墳 ○

4 権 現 平 貝 塚 ○ 氷 川 古 墳 ○

5 坂 戸 遺 跡 ○ ニ ツ 塚 古 墳 ○

6 青 柳 貝 塚 ○ 安 房 古 墳 群 ○

7 中 の 宮 遺 跡 ○ 西 台 遺 跡 ○

8 鳥 栖 遺 跡 ○ 割 り 塚 古 墳 ○

9 梨ノ子本久保遺跡 ○ 徳 宿 城 跡 ○

鉾 田 貝 塚 ○ 三 階 城 跡 〇

1] 飯 名 貝 塚 ○ 姻 田 城 跡 ○

12 秋 山 遺 跡 ○ 富 士 山 館 ○

13 石 崎 台 遺 跡 ○ 野 友 城 跡 ○

鎌 田 遺 跡 ○ 郷 土 砦 跡 ○

15 徳 宿 遺 跡 ○ 蕨  砦  跡 ○

塙  遺   跡 ○ ○ 堀 の 内 砦 跡 ○

17 安 塚 遺 跡 ○ 紅葉 の勘十郎堀 ○

18 姻 田 川 波 遺 跡 〇 沢三木台遺跡 当 遺 跡

不二 内古墳群 ○ 鐵   鬼  塚 当 遺 跡
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第 3章 遺構・遺物の記載方法

第 1節 遺構・遺物の記載方法

本書における遺構・遺物の記載方法は,下記の要領で統一 した。

1 使用記号

2 遺構・遺物の表示方法

躙
鵡

図
雑

□
―粘土

雲
却

Ⅷ
刊

□ 瑞 ■
綿 鰤

閣
翠 色処理

罐
赤彩

□
朝 鰤 分

3 上層の分類

各遺構における堆積上の土層については,調査時に,含有物,色調,粘性及び締まり具合など

を観点として線引きし観察記録を行った。

なお,色調については「新版標準土色帖J(小山正忠・竹原秀雄編著 。日本色研事業株式会社発

行)を使用し,図版実測図中に上層解説の記号を記載した。

含有物の量については少量 (面積の10%未満)検出されたものを基準 とし,中量 (10%以上30%

未満)検出されたものには「 '」 を,多量 (30%以上)検出されたものについては「 "」 をアル

ファベットの右上にそれぞれ付加して表示した。

名称 竪穴住居跡 土  坑 堀 ピ ッ ト 土  器 石   器 土 製 品 金属製品

記号 SI SK SD PI. P Q DP M

.土器
a土器 備19号住居跡出土土器)

△管状上錐
O球状土錐
挙土錐・ミニチュア
▲鉄製品

番号 土 色 名 色相 明度/彩度 含  有  物

色

色褐

褐

暗

明 褐 色

にぶい黄褐色

にぶい褐色

極 暗 褐 色

Hue 7.5YR%%%%
Hue 10 YR う/そ

Hue 10 YR ,/4,/4

Hue 7.5YR ,/4,/4

Hue 7.5YR%%%%%
Hue 10 YR ウ/4

Hue 7.5YR χ %%
Hue 10 YR ケ/4

Hue 5 YR ケ/4

Hue 7.5YR 夕/ム

a

b

C

d

e

f

g

h

ローム・ ローム粒子

ロームブロック

ハー ドロームブロック

ローム粒子・ハー ドロームブロック

焼土 。焼土粒子・焼土ブロック

炭化物・炭化粒子

粘土・粘土ブロック

灰

砂

礫

―-10-



8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

色

色黄
瀧

浅

明

黒 褐 色

灰 褐 色

にぶい赤褐色

赤 褐 色

暗 赤 褐 色

極暗赤褐色

橙   色

にぶい橙色

浅 黄 橙 色

にぶい黄橙色

黒   色

灰 赤 色

黄 褐 色

淡 黄 色

Hue 7.5YR
Hue 10 YR
Hue 5 YR
Hue 7.5YR
Hue 10 YR
Hue 5 YR
Hue  2.5Y
Hue 5 YR
Hue 2.5YR
Hue 5 YR
Hue 5 YR
Hue 5 YR
Hue 2.5YR
Hue 5 YR
Hue 7.5YR
Hue 7.5YR
Hue 7.5YR
Hue 10 YR
Hue 7.5YR
Hue 2.5YR
Hue  10YR
Hue 2.5YR
Hue 2.5YR

%%%%
%%%
%%%
%%%
%
%
%%
%%%
%%
%%%
%%%
%%%%
垢 %
%握
%%
%%
%
%%%%
%
%
%%
%
%

1

〕

k

l

m
n

O

p

q

r

S

t

u

V

W

X

黒色土・黒色土粒子・黒褐色土・暗褐色土・灰褐色土

ローム粒子・ハードロームブロック・焼土粒子。炭化粒子

撹乱

灰・ ローム・ハードロームブロック

ローム粒子・ 焼土粒子

ローム粒子・炭化粒子

ローム粒子・炭化粒子・焼土粒子

ハードロームブロック・焼土粒子

焼土粒子・炭化粒子

焼土粒子・粘土

炭化物・灰

炭化物・粘土

炭化物・砂

ローム粒子・砂

砂・黒色土

表土・耕作土

上端
下端

4 遺構実測図の記載方法

ピット

上端

下端

土 坑

① 住居跡は,縮尺20分の1の原図をトレースして版組みし,それをさらに3分の1に縮小し

て掲載した。

② 土坑は,縮尺20分の1の原図をトレースして版組みし,それをさらに3分の 1に縮小し堂

掲載した。

③ 竃は,10分の1の原図をトレースして版組みし,それをさらに3分の 1に縮小して掲

堀住居跡

―-11-



載 した。

④ 堀は,縮尺20分の1,100分の1の原図を4分の1に縮小したものをトレースして版組みし,

それを通宜に縮小して掲載した。

⑤ 実測図中のレベルは標高であり,m単位で表示した。

また同一図中で同一標高の場合に限リーつの記載で表し,標高が異なる場合は各々表示し

た。

③ 本文の住居跡の記載について

○「位置」は,遺構が占める面積の割合が最も大きいグリッド名をもって表示した。

○「重複関係」は,住居跡の切 り合い関係を記した。

○「平面形」は,壁の上端部で判断し,方形・長方形の場合は下記の分類基準を設け,そ の

いずれかを明記した。

方形 (短軸 :長軸=1:1.1未満のもの),長方形 (短軸 :長軸=1:1.1以上のもの)

○「規模」は,壁の上端部の計測値であり,長軸×短軸の順にm単位で表記した。壁高は,残

存壁高の計測値である。

○「主軸方向」は,竃を通る線を主軸として,そ の主軸が座標北からみて, どの方向にどれ

だけ傾いているかを角度で表示したc

O「長軸方向Jは,竃を通る長軸を,「主軸方向」に準じて計測し表示した。

○「壁清」は,その形状や規模を記述した。

○「床」は,形状や床質等を言己載した。

○「ピット」は,そ の住居跡に伴うと考えられるピットをPで表示し,Pl,P2は ピツト番号

を表し,さ らに,ピ ットの直径 と深さを示した。

○「貯蔵穴」は,そ の形状を記述し,数字は長径,短径及び深さを示した。

○「覆土」は,堆積の状態が自然堆積の場合は「自然」,人為堆積の場合は「人為J,撹乱を

受けている場合は「撹乱」と記した。

O「遺物」は,遺物の種類 と数,さ らに出土遺物や状態を記述した。

また,遺構の平面図中に 2で示した記号を用い,出土位置をドットで表示し,接合できた

ものは実線で結んだ。

○「所見Jは,当該住居跡についての時期やその他特記すべき事項を記述した。
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5 遺物実測図の記載方法

遺跡から出上 した遺物については,実測図,拓影図及び写真等により掲載 した。

① 土器の実測図は,原則として中心線の左側に外面,右側に内面と断面を図示した。

② 土器拓影図は,右側に断面を図示した。

③ 遺物は,原則として実測図をトレースしたものを3分の 1に縮小して掲載した。しかし,

種類や大きさにより異なる場合もある。

トー A一 引

―

A―
口唇部 に ~¬顕景部 日唇部ビ

第 2節 表の見方

口唇部E         
そこ]部

口唇部E頁

理 恒 乏
ョ 聞

部

卜 D引

胴 部

T
E

据部に上

郭 部

コロ縁部

=≧
≧竺」後罫

G工Ｔ
Ｂ

止

径
高
径
径
高
径
高

ムロ
ムロ
筋
泌

目
器
底
高
高
つ
つ

婢一　卜
叶
一
叶
Ｅ．Ｆ．Ｇ．

Ｔ
Ｃ

上

Ｔ

Ａ
上

”①
Ｏ
ｇ

， Ｃ
〓

Ｉ

Ａ

Ｉ
止

Ｂ
日
（何
▼
ｍ
田

‐―――
‐―‐‐
υ

Ｈ
Ｄ

畠

小

一

円∧
Ｔ
Ｉ

Ａ

Ｉ
Ｉ
上

1 住居跡一覧表

卜 C引

」天丼部コ
ロ縁部

|―一―― A―

土製品・石器

A― 最大長
B― 最大厚
c― 最大幅
D― 孔  径

① 位置は,住居跡が占める面積の割合が最も大きいグリッド名をもって表示した。

② 主(長)軸方向は,座標北をN-0° とし,東 (E)。 西(W)に 何度傾いているかを表示した。

(例 N-10° E,N-10° W)

③ 平面形は,現存している形状の上端面で判断し,方形・長方形の場合は下記の分類基準を

設け,そのいずれかを明記した。

方形 (長軸 :短軸=1.1未満 :1) 長方形 (長軸 :短軸=1.1以上 :1)

④ 規模の欄の長軸・短軸は,上端の計測値であり,壁高は残存壁高の計測値である。
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⑤ 床面は,平坦。凹凸・皿状・緩い起伏とに分類して表記した。

③ 柱穴数は,平面図中に表示されたピットの中からその住居跡に伴うと思われる柱穴の本数

を記した。

⑦ 竃は,そ の位置を記した。

③ 覆土は,自然堆積のものは「自然」,人為堆積のものは「人為Jと 表記し,不明のものは空

欄 とした。

③ 出土遺物は,実測個体数を除いた遺物の種類と,出土土器片の数を記した。

⑩ 備考は,重複関係等について記した。

2 土坑一覧表

① 土坑番号は,発掘調査の過程で付した番号をそのまま使用した。また,整理の過程で土坑

でないと判断したものは欠番とした。

② 平面形は,堀 り込み上面の形状を記した。

③ 壁面は,坑底からの立ち上がりの状態を簡潔に記した。

④ その他の項目については,住居跡一覧表の記載方法に準じた。

3 出土土器観察表

① 図版番号は,実測図中の番号である。

② 法量は,A一 口径 B―器高 C―底径 D―高台径 E―高台高,単位はcmである。な

お,推定値は 〔 〕を付した。

③ 胎土 。色調・焼成の欄は,上から胎土,色調及び焼成の順で記した。色調については,前

節の上層の分類と同じ土色帖を使用した。焼成については,良好,普通,不良に分類し焼き

締まって硬いものは良好,焼成があまく手でこすると器面が剣落するものを不良とし,そ の

中間のものを普通とした。

④ 備考の欄は,実測(P)番号,土器の残存率,出上位置,そ の他必要と思われる事項を記し

た。

長径×短径(m)

器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴
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4 土製品・ 鉄製品1観察表

① 図版番号は,案測1國中の番号である。

② 薫量の欄乱 〔 〕を付した数値は,‐部を欠損し―ている.る のの現存値である。

3 石器■石製品観察表

瀬 番母 器   種

法  量 lcnlJ 径
　
＞

■
　
．価

童 量

tgl

I I'急れ市デヽEFI

(銘)
出■1地 点 緒1    考

最大長 最大幅 最大淳

一 15-



□ □

□ □

キ

― よ ―

20
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第 4章 餓 鬼 塚

第 1節 遺跡の概要

餓鬼塚は,鹿島郡鉾田町西台714-7番 地ほかに所在する。巴川と鉾田川にはさまれた半島状の鹿

島台地の南西端に位置する。鉾田町役場から,北西1.3kmほ どの台地縁辺部にあり,西から東にか

けてはやや緩斜の東側の小支谷に面している。調査区は,幅20m,長さ60mほ どで調査面積は1,170

m2でぁり,現況は畑地である。

当遺跡の周辺には餓鬼塚古墳群があり,調査区は,そ の北側に隣接しているが,古墳や塚 と思

われる高まりが確認されなかった。

調査によって検出された遺構は,堀が 1条である。遺物は,弥生式上器片 1片,石鏃 1点 と煙

管 1点だけである。

第 2節 遺構 と遺物

1堀

当調査区からは堀が 1条検出されているざ

第 1号堀 (第 6図 )

位置 調査区の西端,Bl区 を中心に位置している。

規模と形状 上幅2.3～ 3.Om,下幅0.3～ 0.7m,深 さ0.22～ 0.82mを 測 り,確認された長さは,16.8

mで,断面形状は「―■を呈し,壁は底面から緩やかな傾斜で立ち上がっている。底面は,ほ ぼ平

坦で硬 く締つている。

方向 Blg9か ら北西方向(N38° 一W)に直線的に延びている。堀の両端は,調査区外に続いてい

る。

覆土 ローム粒子・炭化物を含む褐色土や黒色土が堆積し,全体的に締まっている。状況から自

然堆積 と判断される。

遺物 覆土上層から弥生式土器の細片が 1片出上しているが,流れ込みと考えられる。

所見 地形等から排水路や区画的な用途が考えられるが,本跡の全容を把握することができず,

時期を決定する遺物 も出上していない状況から,そ の性格については,不明である。
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2 出土遺物

当調査区から出土した遺物は,グ リッドから石鏃 1点,煙管 1点である。堀からの遺物は,

れ込みと考えられる弥生式上器片 1片である。

石鏃は,基部の一部 と先端が欠損している。快 りは浅 く,石質は,頁岩である。

煙管は,火皿の先端部がのこり,雁首,羅宇,吸い国の大部分を欠損している。

〈容［〕）３】
２

日一出出［学日

一　

　

　

　

　

一

◎
〔
船
円
酬
Ｗ

畠

0              10Cm

第 5図 餓鬼塚出土遺物実測 。拓影図

劉版番号 器 種 石  質

法   量 (cm) 重 量

(g)

現存率

(%)
出 土 地 点 備 考

最大長 最大幅 最大厚

2 る 鏃 頁岩 24 グ リ ッ ド Q-1

図版番号 器 種

法   量 (cm) 孔 径

(mm)

重 量

(g)

現存率

(%)
出 土 地 点 備 考

最大長 最大幅 最大厚

3 煙 管 13 10 13 グ リ ッ ド M-1
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第 3節 考 察

本頂では,餓鬼塚から検出された堀 1条 について,遺構の性格 として考えられることを述べて

みたい。

(1)古墳 としての可能性 と問題点

まず古墳としての可能性では,餓鬼塚古墳群に隣接しているが,墳丘は確認されず,主体部 ,

埴輪等の検出をすることはできなかった。この堀を周濤 として仮定すると,一辺の長さ16.8m以上

で直線的に掘られているため方墳の可能性が考えられるが,墳丘等がないことから,古墳に伴う

可能性は薄いものと考えられる。その他,古墳に関係する伝承 も聞 くことができなかった。

(2)中世の城に伴う堀の可能性と問題点

東の谷を挟んで三階城跡があるため中世の城に伴う堀 とも考られるが,堀の断面形は,箱薬研

堀を呈しているものの,規模等では,通常の城に伴う堀 とは考えられない。また,周囲に堀や土

塁の痕跡や城の伝承も聞 くことができなかった。

(9 小  結

このように考えてくると,こ の堀は,古墳の周濤や中世の城に伴うものと言うよりも,堀の底

面のレベルが南から北側に緩やかに傾斜していることから,排水路的性格ではないかと考えられ

る。しかし,道路幅の部分的な調査であり,遺物 も出土しない状況では時期や性格を示すには不

明な点が多いため断定はできない。
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第 5章 沢三木台遺跡

第 1節 遺跡の概要

沢三木台遺跡は,鹿島郡鉾田町塔ケ崎415ほかに所在し,鹿島台地の北西端にあたり,鉾田町役

場からほぼ西側1.6km程 の台地縁辺部に位置している。当調査区は,舌状台地縁辺部の標高27～ 31

mで,南北に約200m,東西に約40mに わたる地域であり,面積にして8,802.04m2で ある。現況は

畑及び山林であり,周辺には土輛器片を中心に遺物が散布していた。

今回の調査によって検出された遺構は,古墳時代から奈良時代にかけての竪穴住居跡20軒,土

坑15基及びピット群である。竪穴住居跡は,すべて調査区の中央部から南部にかけて,台地の平

坦部から緩い南斜面に検出されている。

古墳時代の遺構は,後期の竪穴住居跡が15軒,土坑 4基及びピット群が検出されている。それ

らの中には焼失家屋が, 3軒含まれている。

奈良時代の遺構は,竪穴住居跡が 5軒,調査区の南部から検出されている。なお,奈良時代とした

竪穴住居跡 3軒については,遺物の出土量が少ないため,時期を細別することはできなかった。

遺物は,遺物収納箱 (60× 40× 20)cmで 23箱 ほど出土している。縄文式上器は,上器片が極少量

グリッドから出土している。住居跡や土坑及びピット群からは,土師器が主で甕,不,甑,高邪

等が出上し,須恵器は,甕,必の破片が出上している。土製品は,球状土錘,管状土錘が出上し

ている。石器では,石鏃や砥石が出土している。

第 2節 遺構 と遺物

1 竪束住居跡

第 1号住居跡 (第 8図 )

位置 調査区の南部,E2j5区を中心に確認されている。

規模 と平面形 南壁が不明であるが,一辺 [4.0]m程の隅丸方形を呈する住居跡 と推定 される。

主軸方向 N-3° 一W。

壁 壁高 5～29cmを測る。遺構確認面が南側へ傾斜 しているので,南壁 は流失 している。東 。西

壁 は一部残存 し,北壁 は,垂直に近い立ち上が りを示 している。

床 平坦であり,竃周辺及び床中央部が特に良 く踏み固められ堅Iftで ある。

ピッ ト 8か所 (Pl～P8)が検出されている。Pl～P4は 主柱穴で,いずれも直径20cm前後の円形

を呈 し,深さはPl～P2が深さ40帥前後,P8～ P4が深さ10硼前後を測る。主柱穴 は,一辺が 3m程

の長方形状に規則的に配置されている。P5～P8は,長径16～32cm,短径14～32cm,深 さ 7～ 35cln
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で,P7は,出入口に伴 う支柱,ま たは梯子 ピットと考えられる。他のピットは,補助柱穴等のピッ

トと思われる。

寵 北壁中央部を壁外に20cm程掘 り込み,砂質粘上で構築 されている。天丼部 は既に崩落 してい

る。規模 は,長さ120cm,幅 100cmを測る。燃焼部は壁際にあり,火床は床面を僅かに掘 り窪めた

程度で,レ ンガ状に赤変硬化 している。煙道は緩やかに外傾 して立ち上がっている。

覆上 自然堆積。

遺物 南部を除 くほぼ全域から,多量の土師器片が出上 している。主な出土遺物 は, 4のイ,13

の高不の脚部が,竃東側から正位で出土し,13は,出土状態から支脚 として使用されたものと思

われる。 6～ 7の邪,15の ミニチユア土器が中央部覆土中層から正位で, 1の甕,10の邦が北西

コーナー付近から出上 している。

所見 本跡は,出土遺物や住居跡の規模,形態等から古墳時代後期の住居跡 と考えられる。

第 1号住居跡出土遺物観察表

電版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・ 焼成 備   考

第 9図

1

甕

上 師 器

A[156]

B[115]
胴下半部欠捜。胴上半部は内彎

気味に立ち上がる。頸部はくび

れ,口縁部は外反する。

日縁部内・外面横ナデ。胴部外

面ヘラ削り。

砂粒,長石,パ ミス

黄橙色

普通

P-1
20%

北西部覆土中層

2

奏

器

形

師

小

土

A[148]

B[86]
胴下半部欠損。胴 中央部か ら内

彎気味 に立 ち上が る。頸部 は く

びれ,口縁部 は外反する。

口縁部内・外面横ナデ。胴部外

面ヘラ削り。

目〓
奉

粒

色

通

砂

橙

普

P-2
20%

覆上中

3

甕

器

形

師

小

土

A[130]

B[48]
口縁部片。頸部はくびれ,日縁

部は外反する。

内・外面象1離が著 し く調整不明。 砂粒,雲母,パ ミス

明赤褐色

普通

３
　
　
中

一　
％

土

Ｐ

ｌＯ

覆

4

イ

土 師 器

A130
B 49

丸底。体部は内彎して立ち上が

り,国縁部との境に丸みのある

稜をもつ。国縁部は内傾する。

口縁部内・外面横ナデ。内・外

面とも剰離が著しく調整不明。

砂粒 ,雲母

浅黄橙色

普通

P-5
90%

電内

5

イ

土 師 器

A134
B 42

丸底。体部 は内鸞 して立 ち上が

り,日 縁部 との境 に丸みのある

稜 をもつ。 日縁部 は内傾す る。

口縁部 内・ 外面横 ナデ。内・ 外

面 とも剖離が著 しく調整不明。

母雲粒

色

通

砂

橙

普

P-6
80%

東壁際

6

邪

土 師 器

A131
B 46

丸底。体部 は内脅 して立 ち上が

り,口縁部 との境 に丸みのある

稜 をもつ。 日縁部 は内傾 する。

口縁部内・ 外面横 ナデ。体部外

面ヘ ラ削 り後軽 いナデ。内面 は

暗文状 の磨 き。

砂粒,ス コ リア

にぶい橙色

普通

P-8
70%

中央部覆上中層

7

邪

土 師 器

A[148]

B[48]
底部欠損。体部は内彎して立ち

上がり,国縁部との境に明瞭な

稜をもつ。口縁部は内傾する。

日縁部内・外面横ナデ。内・外

面とも剰離が著しく調整不明。

砂粒,雲母,長石

黄橙色

普通

P-9
40%

中央部覆土中層

8

不

土 師 器

A[145]

B[40]
医部欠損。体部 は内措 して立 ち

上が り,日縁部 との境 に稜 を も

つ。 国縁部 は直立す る。

口縁部内・ 外面横 ナデ。体部外

面ヘラ肖」り。内・外面黒色処理。

砂粒,雲母,ス コリア

黒褐色

普通

P-10
15%

中央部覆土中層

9

不

土 師 器

A133
B 42

丸底。体部は内彎して立ち上が

り,国縁部との境に接をもつ。

日縁部は大きく外反する。

口縁部 内・外面横 ナデ。体部外面

ヘ ラ削 り後ヘ ラナデ。内面暗文

状 のヘ ラ磨 き。内・外面赤彩痕。

スコリア母雲

砂粒，髄
調

P-7
60%

中央部覆上下層

不

土 師 器

A[142]

B[31]
底部欠損。体部は内彎気味に立

ち上がり,そ のまま日縁部に至

る。

国縁部内・外面横ナデ。体部外

面ヘラ削り。

母を
示，

色

粒

褐

通

砂

灰

普

P-12
10%

北西コーナー付近
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ヨ版番号 器 種 法量 (oコ ) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・ 色調・ 焼成 備   考

第 9図

11

不

土  師 器

A[148]

B[29]
体部 中央以下欠損。体部 は内彎

気味 に立 ち上が り,そ の まま日

縁部 に至 る。国縁部 は直立する。

口縁部内・外面横ナデ。体部外

面ヘラ削り,内面ナデ。

砂粒,パ ミス

橙色

普通

P― H
10%

覆土中

12

杯

器師

一品

土

A[180]

B[47]
脚部欠損。不部 はやや外傾 して

立 ち上が り,国縁部 はさらに外

反す る。

口縁部内・外面横ナデ。内面軽

いヘラナデ。内・外面赤彩痕が

残る。

砂粒,雲丹

明赤褐色

普通

P-14
10%

北西部覆土中膳

13

不

器

一尚

土

B100
D140
E 79

杯部欠損。押町
`は

ラッパ状に開

く。

脚部外面ヘラ磨 き。 石長礫細粒

色

良

砂

橙

不

P-15

50%

電東側

ア

器

チ

師

ニミ
ヽ

土

A[64]
B 42
C[50]

平底。体部は外傾して立ちとが

る。

体部 内・ 外面指頭圧痕。 砂粒,パ ミス

橙色

普通

P-16
45%

中央部覆上下層

15

ア

器

ユチ

師

ニミ
ヽ

土

A 29
B 30
C 23

平底。体部 は直立 して立 ち上が

り,国縁部 は内傾す る。

体部 内・ 外面指頭圧痕。 砂粒,パ ミス,長石

浅黄橙色

普通

P-17
100%

中央部覆土中層

器 種

法   量 (an) 子L 径

(mm)

重 量

(g)

現存率

(%)
出 土 地 点 備 考

最大長 最大幅 最大厚

16 紡  績  車 39 北西 コーナー DP-1

第 2号住居跡 (第 10図 )

位置 調査区の南西部,E2e2区 を中心に確認されている。

規模と平面形 長軸6.Om,短軸5.8mの方形を呈する。

主軸方向 N-22° 一W。

壁 壁高40～70cmを測 り,遺存状態が良 く垂直に立ち上がっている。

壁濤 上幅 4～ 28帥,深さ10～20cmを測 り,壁下を全周している。

床 ほぼ平坦で,中央部とその付近が堅緻である。

ビット 4か所 (Pl～P4)が検出されている。いずれも主柱穴で,長径32～42cm,短径32～ 38cm,

深さ55～69cmを測 り,柱穴を結んだ線が一辺3.4mの方形状に配置されている。

寵 北西壁中央部を壁外に36cm程掘 り込み,砂質粘上で構築されている。天丼部は,既に崩落し

ている。規模は,長さ100側,幅 122cmを測る。燃焼部は壁際にあり,火床は,床面を僅かに掘 り

窪めた程度でレンガ状に赤変硬化している。煙道は緩やかに外傾して立ち上がっている。

覆上 自然堆積。

遺物 少量の上師器片が覆上の中・下層から出上している。主な出土遺物は, 1の甕,10～ 12の

支脚が竃の東側床面から出土し, 5の邦が中央部東側下層から出土している。

また,床面からは焼土や砂が検出されている。焼土は,南西コーナー付近の覆土下層や北西コー

ナー付近から厚さ2～ 5 cm程で検出されている。砂は,北東コーナー付近から南部にかけて,多

量に検出されている。
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所見 焼土や砂は,第 1次堆積 (やや住居跡が埋まった時期)後に北側から流れ込んだものと考

えられ,第 2次堆積をしている。さらにその上には褐色上が第 3次の堆積をしている。本跡は,

出土遺物や住居跡の規模,形態等から古墳時代後期の住居跡と考えられる。

第 2号住居跡出上遺物観察表

劉版番号 器 種 法登 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

第12図

1

甕

器

形

師

小

土

A[141]

B165
C 60

平底。胴部は内彎して立ち上が

る。頸部はややくびれ,日縁部

は外反し,日縁端部面とり。

口縁部 内・ 外面横 ナデ。胴部下

半部外面ヘ ラ削 り後ヘ ラ磨 き。

内面ヘ ラナデ。

砂粒,長石

明褐色

普通

P-18

50%

篭東側床面

2

甕

器

形

師

小

土

A[142]

B[87]
胴中央以下欠損。胴上半から内

彎気味に立ち上がる。頸部はく

びれ,口縁部は外反する。

口縁部内・外面横ナデ。胴部内・

外面は,象」離が著しく調整不明。

砂粒 ,長石

にぶい橙色

普通

P-19
15%

竃西側床面

3

邪

土 師 器

A144
B 48

丸底。体部は内鷲して立ち上が

り,日縁部との境に稜をもつ。

日縁部は僅かに直立する。

口縁部内・外面横ナデ。体部外

面ヘラ削り後ヘラ磨き。底部に

ヘラ記号。

砂粒,長石,ス コリア

明褐色

良

P-21

70%

篭東側床面

4

不

土 師 器

A[122]

B 36
C 50

平底。体部は内彎して立ち上が

り,国縁部はほぼ直立する。

口縁部内・外面横ナデ。体部外

面ヘラ削り後ヘラナデ。

砂粒,雲母

橙色

普通

P-23 20%
底部に疑T/k木葉痕

中央部覆上中層

5

イ

土 師 器

A[142]

B[53]
底部欠損。体部は,半球形を呈

し,内彎しながら外上方に立ち

上がる。

口縁部内・外面横ナデ。体部外

面ヘラ肖」り後ヘラナデ。内・外

面黒色処理。

砂粒,パ ミス,ス コリア

黒色

普通

P-22

30%

中央部覆上下層
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器 種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

第12図

6

不

土  師 器

A[163]

B[54]
底部欠損。体部 は内彎 して立 ち

上が り,口縁部 は僅かに外反す

る。

口縁部内・外面横ナデ。体部外

面ヘラ削り後ヘラナデ。内・外

面黒色処理。

砂位,長石,ス コリア

黒褐色

普通

P-24

20%

中央部覆土中層

7

邪

土 師 器

A[175]

B[46]
体部は内彎して立ち上がり,口

縁部はl■
~か

に外傾する。

口縁部内・外面横ナデ。体部外

面ヘラ削り後軽いナデ。

砂粒,長石,パ ミス

にぶい橙色

普通

P-25
20%

覆土中層

郭

土 師 署

A[117]

B[43]
丸底。体部は内彎して立ち上が

り,そ のまま日縁部に至る。

体部外面ヘラ削り後ヘラナデ。

内面剣離が著しく,調整不明。

砂粒,長石

浅黄橙色

普通

P-26

50%

中央部覆土中層

9

鉢

土 師 器

A 160
B 60

底

り

丸

が

体部は内彎気味に立ち上

そのまま口縁部に至る。

口縁部内・外面横ナデ。体部外

面は,ヘラ削り後ヘラナデ。輪

積痕が残る。

砂粒,パ ミス,ス コリア

にぶい橙色

普通

P-27
70%

篭内

図版番号 器 種

法   量 (cm) 孔  径

(mm)

重 量

(g)

現存率

(%)
出 土 地 点 備 考

最大長 最大幅 最大厚

支 脚 [7733] 覆  土  中 DP-7

11 支 脚 [90] 62 [2542] 覆  土  中 DP-8

文 脚 [81] [22] [637] 覆  土  中 DP-9

球 状 土 錘 覆 土  中 DP-3

球 状 土 錘 覆 土  中 DP-4
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第 3号住居跡 (第 14図 )

位置 調査区の南部,E2f8区 を中心に確認されている。

規模 と平面形 長軸5.Om,短軸4.8mの 方形を呈 している。

主軸方向 N-8°一W。

壁 壁高10～45cmを 測 り,ほ ぼ垂直に立ち上がっている。

床  トレンチャーによる撹乱を受けているが,床面は帯状に残存 している。竃から中央部にかけ

ての床面はよく踏み固められている。

ピット 2か所 (Pl・ P2)が検出されたが,いずれも主柱穴の一部で,長径38～55cm,短径32～ 46

cm,深 さ48～55cmを測る。他の主柱穴 は, トレンチャーによって破壊されて検出できなかった。

貯蔵穴 北東コーナー部に確認されている。平面形は楕円形を呈 し,規模 は,長径64cm,短径46

cm,深 さ27cmを測 り,底面は平坦で,壁は緩やかに外傾 して立ち上がっている。

宅 北壁中央部を壁外に16cm程掘 り込み,砂質粘上で構築されているが,南北及び東西方向の ト

レンチャーにより大半を破壊 され,天丼部,煙道部については不明で,袖部が断片的に残存 して

いるにすぎない。規模 は残存部から,長さ104cm,幅 106cmを 有するものと推定される。燃焼部は

壁際にあり,火床は床面を僅かに掘 り窪めた程度で,レ ンガ状に赤変硬化 している。

覆土 全体的にロームブロックを多量に含んでお り,人為堆積 と思われる。

遺物 竃周辺から西壁にかけての覆土の中・下層から土師器片を中心 とする少量の土器片が出土

している。 3の甕は竃東側床面などから, 5の邪 は竃の南側覆土中層から出上 し, 4の 甕, 6の

郷は,西壁際の床面から出上 している。

所見 本跡 は,出土遺物や住居跡の規模,形態等から古墳時代後期の住居跡 と考えられる。

第 3号住居跡出土遺物観察表

コ版番号 器 種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎上・ 色調・ 焼成 備   考

第16図

1

弩

土 師 器

A[162]

B[47]
国縁部片。国縁部は外反して立

ち上がる。

口縁部 内・ 外面横 ナデ。 砂粒,長石

明赤褥色

普通

P-28

10%

前西部覆土中層

2

甕

土 師 器

A[155]

B[36]
口縁部片。 国縁部 は外反す る。 口縁部内・外面横ナデ。 砂粒,長石

にぶい橙色

普通

P-29

5%
中央部覆土中層

3

甕

土 師 器

B[143]

C[112]

胴部以上欠損。平底。胴部 は内

彎 して立 ち上が る。

胴部外面ヘ ラ削 り後ヘラナデ。 砂粒,長石,パ ミス

橙色

普通

P-30
30%

竃東側床面

4

甕

土 師 器

B[71]
C[79]

平底。胴部 は内彎 しなが ら外上

方に立 ち上が る。

胴部外面ヘ ラ肖」り後ヘ ラナデ。 砂粒,長石,雲母

明赤褐色

普通

P-31
25%

西壁際床面

5

イ

土 師 器

A[142]

B[29]
底部欠損。体部は内彎して立ち

上がり,日縁部はほぼ直立する。

国縁部 内・ 外面横 ナデ。体部外

面ヘ ラ削 り後ヘ ラナデ。内面暗

文状 のヘ ラ磨 き。

母壬
本

粒

色

通

砂

橙

普

P-32

20%

電南狽1覆土中博
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圏版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・ 色調・ 焼成 備   考

第16図

6

不

土 師 器

A[120]

B 85
C[60]

底部欠損。体部は内彎して立ち

上がり,日縁部は直立するも

口縁部内・外面横ナデ。体部外

面ヘラ削り後ヘラナデ。内面ヘ

ラナデ。

砂位,

橙色

普通

長石,ス コリア P-35
40%

西壁際床面

7

ミニチュア

上 師 器

A 68
B 39
C 52

平底。体部は外傾して立ち上が

る。

体部外面下端 に指頭圧痕。 砂粒,長石,雲母

橙色

普通

P-36

45%

覆土中層

ロヽＷヽ シё引

ご
〓

Ｃイ

A パ

A 29.4m

二29.2m 二

乾
O

01

ご
一

C

2m

hl

第 14図 第 3号住居跡実測図
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図版番号 器    種

法   量 (cm) 径

　

，

重 量

(g)

率
　

，

存
　
％

現
　
＜

出 土 地 点 備      考

最大長 最大幅 最大厚

第16図 8 管 状 土 錘 16 覆 土  中 DP-lo

9 面     子 21 覆  土  中 DP-11

ε
。

，　
　
　
　
Ｅ
Ｎ
．０
ギ

剖
刊

第15図  第 3号住居跡電実測図

0                1m

―

一

2

唖

第16図 第 3号住居出土遺物実測図
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第 4号住居跡 (第 17図 )

位置 調査区の南部,E2bO区 を中心に確認されている。

規模 と平面形 長軸7.3m,短軸72mの隅丸方形を呈 している。

主軸方向 N-5° 一W。

壁 壁高22～57側 を測 り,ほ ぼ垂直に立ち上がっている。

壁濤 幅 6～28cm,深 さ 4～ 16∽ を測る。撹乱により南壁下が不明であるが,壁下を全周 してい

たものと推定される。

床 大半が トレンチャーによる撹乱を受けているが,帯状に検出されている。ほぼ床面全域から

炭化材,焼土が検出されている。

ビッ ト 4か所 (Pl～P4)が検出されている。いずれも主柱穴で,長径24～ 46硼,短径26～ 36cm,

深さ67～87cmを測 り,柱穴を結んだ線が一辺 4mの方形状に配置されている。

亀 北壁中央部に砂質粘土で構築されている。 トレンチャーによって南北方向に撹乱を受け,袖

部が断片的に残存 しているにすぎない。規模 は,長さ132cm,幅 116cmを 有すると推定される。火

床部,天丼部及び煙道部 は,不明である。

覆上 自然堆積。

遺物 全体に遺物 は少な く,土師器片を中心 とする少量の土器片が覆上下層から出土 している。

6の郭は,北西コーナー付近の床面から, 8の鉢 は北東コーナーから出土 している。

所見 壁下及び床面から,多量の焼土,炭化物が検出されてお り,焼失家屋 と考えられる。本跡

は,出土遺物や住居跡の規模,形態等から古墳時代後期の住居跡 と考えられる。

第 4号住居跡出土遺物観察表

電版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考

第19図

1

賽

土 師 器

A[230]

B[153]

底部欠損。胴部は内驚して立ち

上がる。国縁部は外反する。

回縁部内・外面横ナデ。胴部外

面ヘラ削り後ヘラナデ。

砂粒 ,長石,雲母

にぶい橙色

普通

P-37
40%

北束・南西部床面

2

甕

器

形

師

小

土

A[136]

B[123]

底部欠損。胴部は内彎して立ち

上がり,日縁部は外反する。

口縁部 内・ 外面横 ナデ。胴部外

面ヘ ラ削 り後ヘ ラナデ。内面横

位 のナデ。

砂粒,雲母

にぶい赤褐色

普通

一　
％

内

Ｐ

２０

竃

3

甑

土 師 器

A[242〕

B[121]

胴下半部欠損。胴部は内彎して

立ち上あがり,日縁部は外反す

る。

口縁部 内・ 外面横 ナデ。胴部外

面ヘ ラ削 り後ヘ ラナデ。内面横

位 のナデ。

砂粒,雲母

暗赤褐色

普通

P-38
20%

中央部覆土中層

4

イ

上 師 器

A[120]

B[44]
底部欠損。体部 は内鷺 し,日縁

部 との境 に明瞭な稜 を もつ。 口

縁部 は僅 かに外反す る。

体部外面ヘラ削り後ヘラナデ。

内・外面黒色処理。

砂粒,長石,雲母

黒褐色

普通

P-41
15%

中央部覆土中層

5

イ

土 師 器

A[118]

B[40]
底部欠損。体部 は内彎 し,国縁

部 との境 に明瞭 な稜 をもつ。 日

縁部 はほぼ直立す る。

口縁部 内・ 外面横 ナデ,体部外

画ヘ ラ削 り後ヘラナデ。内・ 外

面黒色処理。

砂泣,雲母,ス コリア

黒褐色

普通

P-42
10%

覆土中層
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A29.9m

第17図  第 4号住居跡実測図
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ロヽ

A29.7m

第 18図 第 4号住居跡亀実測図

0               1m

図版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・ 色調・ 焼成 備   考

第19図

6

不

土 師 器

A[170]

B[39]
底部欠損。体部は内彎し,日縁

部との境ににぶい稜をもつ。国

縁部は僅かに外反する。

日縁部内・外面横ナデ。体部外

面ヘラ削り後ヘラチデ。

砂粒,パ ミス

橙色

普通

P-43

10%

北西コーナー床面

7

イ

土 師 器

A[128]

B[38]
底部欠損。体部は内彎して立ち

あがり,国縁部はほぼ直立する。

回縁部内・外面横ナデ。体部外

面ヘラ削り後ヘラナデ。内面ヘ

ラ磨き。内・外面黒色処理。

砂粒,パ ミス,雲母

橙色

普通

P-47
10%

中央部夜土中層

8

鉢

土 師 器

A122
B 92
C 78

平底。体部 は内彎 して立 ち上が

り,頸部 で くびれ,国縁部 は短

く外反する。

口縁部内・外面横ナデ。体部外

面ヘラ削り後ヘラナデ。内面へ

ラナデ。

砂粒,長石,雲目

明赤褐色

普通

P-46

55%

北束コーナー付近

器 種

法   呈 (cm) 子し 経

(mm)

重 量

(g)

現存率

(%)
出 土 地 点 備 考

最大長 最大幅 最大厚

9 球 状 土 鍾 27 33 35 08 27 3 覆  土  中 DP-12

10 球 状 土 錘 21 161 夜  土  中 DP-13

]1 球 状 土 錘 29 08 16 5 電 西 側 床 面 DP-14

12 球 状 土 鍾 23 07 覆 土  中 DP-15

13 管 状 上 錘 [38] 13 1 4 05 [61] 覆 上 下 層 DP-16

器 種 石  質

法   量 (cm) 重 量

(g)

現存率

(%)
出 土 地 点 備 考

最大長 最大幅 最大厚

14 石砥 安山岩 3] 13 [258] 覆  土  中 Q-1
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第 5号住居跡 (第20図 )

位置 調査区の南側,D2,9区 を中心に確認されている。

規模と平面形 長軸3.5m,短軸3.2mの 方形を呈している。

主軸方向 N-2°一W。

壁 壁高 7～ 13cmを測 り,ほ ぼ垂直に立ち上がっている。

床 大半が トレンチャーによる撹乱を受けているが,残存する床は,ほぼ平坦である。

亀 北壁中央部に砂質粘上で構築されている。 トレンチャーによって大半が破壊され,袖部が断

片的に残存しているにすぎない。残存部からは長さ124cm,幅 118cmの規模を有するものと推定さ

れる。火床は赤変硬化している。煙道部はトレンチャーにより崩壊されており不明である。

覆上 自然堆積後全体的に撹乱を受けている。

遺物 土師器の細片が極少量出土しているだけであるも

所見 本跡は,出土遺物も少ないため時期を決定することは困難であるが,住居跡の規模,形態

等から奈良時代の住居跡と思われる。

第 6号住居跡 (第21図 )

位置 調査区の中央部やや南俣1の,D2h9区 を中心に確認されている。

規模と平面形 長軸6.lm,短軸5.9mの隅丸方形を呈している。

主軸方向 N-31° 一W。

壁 壁高 7～25cmを測 り,ほ ぼ外傾して立ち上がっている。

床 トレンチャーによる撹乱を受けているが,残存する床は中央部でほぼ平坦である。

ピット 4か所 (Pl～P4)が検出されている。いずれも主柱穴で,長径24～50cm,短径22～ 38cm,

深さ32～54cmを測る。柱穴を結んだ線が一辺3.Omの方形状に配置されている。

亀 北西壁中央部に砂質粘土で構築されている。 トレンチャーによって大半が破壊され,袖部が

断片的に残存しているにすぎない。規模は,残存部から,長 さ84cm,幅 106cmを有すると推定され

る。火床はレンガ状に焼けている。煙道部については不引である。

覆上 全体的に撹乱を受けているため,不明である。

遺物 少量の土師器片が覆上の中・下層から出土している。 2の甕は,西コーナー付近の床面か

ら, 4の ミニチユア土器は,中央部床面から出土している。

所見 本跡は,出土遺物や住居跡の規模,形態等から古墳時代後期の住居跡 と考えられる。
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第20図 第 5号住居跡・ 電実測図
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第22図 第 6号住居跡寵実測図

第23図 第 6号住居跡出土遣物実測図

第 6号住居Ltl出 土遺物観察表
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目版番捐 器 種 法量 (cln) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考

第23図

1

奏

土 師 器

A[246]

B[33]
口縁部片。頸部はくびれ,口縁

部は大きく外反して立ち上がる。

口縁部 内・ 外面横 ナデ。 砂粒,パ ミス

にぶい橙色

普通

P-49
5%
北西部覆土中層

甕

土 師 器

A[185]

B[132]

胴中央部以下欠損。胴部は内彎

し,頸部は僅かにくびれ,日縁

部は外反する。

口縁部内・外面横ナデ。胴部外

面ヘラ削り後ヘラ磨き。胴部内

面ヘラナデ。

砂粒 ,パ ミス

赤褐色

普通

P-50

20%

西コーナー床面

3

不

土 師 器

A[13

B[2
体部下半部欠損。体部は内彎し,

日縁部との境に丸味のある稜を

もつ。

口縁部内・外面横ナデ。内・外

面黒色処理。

砂粒,長石,パ ミス

黒色

普通

P-52
5%
覆土中層
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雪版番号 器 種 法笠 (cm) 器 形 の ll徴 手 法 の 特 徴 胎土・ 色調・ 焼成 備   考

第23図

4

ミニチュア

土 師 器

A[38]
B 31
C 30

平底。胴部は性かに内宵しなが

ら,国縁部は直立して立ちLが

る。

胴部外面指頭圧痕。 砂粒,パ ミス,雲母

にぶ い橙色

普通

P-51
70%

中央部床面

器 種

法   量 (on) 孔 径

(mm)

_4 量

(g)

現存率

(%)
出 土 地 点 備 考

最大長 最大幅 最大厚

5 管 状 土 錘 [5 6] 25 2 2 08 [225] 覆  土  中 DP-18

第 7号住居跡 (第 24図 )

位置 調査区の南部,D216区 を中心に確認されている。

規模 と平面形 長軸3.3m,短軸3.6mの方形を呈 している。

主軸方向 N-8° 一W。

壁 北・南壁は部分的に立ち上が りが確認 され,壁高14～38cmを測 り,ほ ぼ垂直に立ち上がって

いる。東・西壁 は,南北に走 るトレンチャーと同一方向のため破壊され不明である。

床 ほぼ平坦 と推定される。床面からはトレンチャーによる撹乱を受け帯状に炭化材及び焼上が

検出されている。

ピット 4か所 (Pl～P4)が検出されている。いずれも主柱穴で,長径30～38cm,短径28～ 36cm,

深さ50～80cmを測る。柱穴を結んだ線が一辺 2mの 方形状に配置されている。

竃 北壁中央部に,砂質粘土で構築されている。 トレンチャーにより大半が破壊され,袖部が断

片的に残存 しているにすぎない。残存部から長さ74∽,幅75cmの規模を有するものと推定される。

火床部 と煙道部 は,不明である。

覆上 自然堆積。

遣物 遺物は全体的に少ない。 2の甕は,中央部から東壁 よりの覆土中層から出上 している。

所見 壁際及び床面から,多量の焼土,炭化物が検出されてお り,焼失家屋 と考えられる。本跡

は,出土遺物や住居跡の規模,形態等から奈良時代の住居跡 と考えられる。

第 7号住居跡出土遺物観察表

∃版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

第 25図

1

墾

上 師 器

A[170]

B[92〕

胴中央部以下欠損。胴部 は内彎

して立 ち上が り,頸部 はやや く

びれ,口縁部 は外反す る。

日縁部内・ 外面横 ナデ。胴部外

面ヘ ラ肖」り。

砂粒,雲母,パ ミス

橙色

普通

P-53
10%

中央部覆土中層

2

奏

土 師 器

A[208]

B[48]
口縁部片。頸部 は くぴれ,口縁

端言るに沈線が は立ゝる。

口縁部内・外面横ナデ。 り位,パ ミス,ス コリア

にぶい橙色

普通

P-54
10%

中央部覆土中層
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図版番号 器 種

法   量 (cm) 了し 径

(mm)

重 量

(g)

現存率

(%)
出 土 地 点 備 考

最大長 最大幅 最大厚

第 25図 3 球 状 土 鍾 27 28 173 覆 上 上 層 DP‐ 19

①
‐①

S〓 %

0              10Cm

第25図 第 7号住居跡出上遺物実測図

第 8号住居跡 (第26図 )

位置 調査区の南部,D2g4区 を中心に確認されている。

規模と平面形 長軸5。 8m,短軸5.3mの 方形を呈している。

主軸方向 N-22° 一W。

壁 壁高25～36cmを測 り,北壁は外傾し,他の壁は垂直に立ち上がっている。

床 トレンチャーによる撹乱を受けているが,帯状に残存している床面はほぼ平坦である。北東

コーナー付近や竃周辺の床面からは,炭化物,焼土が少量検出されている。

ビット 4か所 (Pl～P4)が検出されている。いずれも主柱穴で,長径30～36cm,短径26～ 30cm,

深さ44～76cmを測る。柱穴を結んだ線が一辺 4m程の方形状に配置されている。

豊 北西壁中央部を壁外に24cm程掘 り込み,砂質粘上で構築しているが, トレンチャーにより大

半が破壊されている。規模は長さ100cm,幅 110cmを有するものと推定される。袖部,煙道部は断

片的に残存するが,火床は不明である。

覆上 自然堆積後撹乱を受けている。

遺物 遺物は,全体的に少ない。 5の邪, 7の高邦は中央部からやや南側の覆土中層から出上し

ている。

所見 本跡は,出土遺物や住居跡の規模,形態等から古墳時代の住居跡と考えられる。
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A30.3m

0               1m

第 8号住居跡出土遺物観察表

雪販番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考

第28図

1

甕

土 師 器

A[210]

B[33]
口縁部片。 口縁部 は外反す る。 口縁部内・外面横ナデ。 砂粒,パ ミス,ス コリア

にぶい橙色

普通

P-61

5%
覆土中

2

奏

土 師 器

B[122] 胴部片。胴部は内彎して立ち上

がり,胴中央で最大径をもつ。

胴部内・外面劉離が著しく,調

整不明。

砂粒,雲母,パ ミス

暗赤褐色

普通

P-60
15%

北西部覆土中層

甕

器

形

師

小

土

A[126]

B[48]
口縁部片。胴部は内彎し,口縁

部は短く直立する。

口縁部 内・ 外面横 ナデ。 砂粒,雲母

暗赤褐色

普通

P-63
5%
覆土中

4

杯

上 師 器

A[141]

B 42
C 60

平底。体部は内彎して立ち上が

り,日縁部はほぼ直立する。

口縁部内・外面横ナデ。体部外

面ヘラ削り後ヘラナデ。内面放

射状のヘラ磨き。

砂粒,パ ミス,ス コリア

にぶい橙色

普通

P-64

50%

覆土中

5

邪

土 師 器

A[133]

B[34]
底部欠損。体部は内彎し,日縁

部はほぼ直立する。

口縁部内・外面横ナデ。体部外

面ヘラ削り後ヘラナデ。

ス粒

色

通

砂

橙

普

P-65
20%

中央部覆土中層

6

鉢

土 師 器

B[15 4] 口縁部欠損。丸底。体郡は内彎

して立ち上がる。

胴部外面ヘラ削り後ヘラナデ。

内面ヘラナデ。

砂粒,長石,パ ミス

にぶい橙色

普通

P-59

25%

中央部覆土中層

7

高   不

土 師 器

A[163]

B[39]
口縁部片。不体部は内彎し,日

縁部との境に稜をもつ。日縁部

は大きく外反する。

口縁部内・外面横ナデ。体部外

面ヘラ削り後ヘラナデ。内面横

位のヘラ磨き。内・外面赤彩痕。

砂粒,パ ミス,雲母

橙色

普通

P-67
10%

中央部覆土中層
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図版番号 器 種

法   量 (cm) 孔  径

(mln)

重 量

(g)

現存率

(%)
出 土 地 点 考備

最大長 最大幅 最大厚

第28図 8 支 脚 [63] [46] [1608] 竃 内 DP-25

球 状 土 錘 覆  土  中 DP-21

管 状 土 錘 [47] [ 7] 覆 土  中 DP-22

11 管 状 土 錘 [39] [129] 中 央 床 面 DP-23

管 状 土 鍾 [31] 12 [ 覆 土 中 層 DP-24
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第 9号住居跡 (第29図 )

位置 調査区の中央部,D3fュ 区を中心に確認されている。

規模 と平面形 長軸6.7m,短軸7.Omの 方形を呈 している。

主軸方向 N-36° 一W。

壁 壁高24～38cmを 測る。ほぼ垂直に立ち上がっている。

床  トレンチャーによる撹乱を受けているが,残存する床は,ほ ぼ平坦である。

ピッ ト 4か所 (Pl～P4)が検出されている。いずれ も主柱穴である。長径20～40cm,短径12～30

cm,深 さ 7～57cmを測る。柱穴を結んだ線が 1辺 4mの方形状に配置されている。

亀 北西壁中央部を壁外に32cm程掘 り込み,砂質粘上で構築されている。 トレンチャーにより大

半を破壊され,袖部が断片的に残存 しているにすぎない。規模 は長さ128伽,幅 152cmを 有すると

推定される。

覆土 全体に撹乱を受けているため,堆積状況 は不明。

遺物 竃周辺や北コーナー付近から少量出土 している。 2の甕, 4の 邪 は,竃西側覆上下層から

出土 し, 1の 壺はつぶれた状態で東コーナー覆土中層から, 7・ 8の不は,北東コーナー部床面

から出上 している。

所見 本跡 は,出土遺物や住居跡の規模,形態等から古墳時代後期の住居跡 と考えられる。

第 9号住居跡出土遺物観察表

目版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・ 色調・ 焼成 備  考

第 31図

1 土 師 器

A[170]

B[]28]

胴 中央部以下欠損。胴部 は内彎

して立 ち上が る。頸部 は くびれ ,

国縁部 は外反す る。

日縁部内・外面横ナデ。胴部外

面ヘラ削り後ヘラナデ。

砂粒,雲母,長石

明赤褐色

普通

P-69

20%

北東部覆土中層

2

墾

土 師 器

A[196]

B[167]

底部欠損。胴部 は内驚 して立 ち

上が る。頸部 は くびれ,日 縁部

は外反する。

口縁部内・外面横ナデ。胴部外

面ヘラ削り後ヘラナデ。

砂粒,長石,雲母

赤褐色

普通

P-68

35%

竃西狽1覆上下層

3

甕

土 師 器

A[154]

B[58]
国縁部片。頸部はくの字状にく

ぴれ,国縁部は外反する。

口縁部内・外面横ナデ。胴部外

面ヘラ削り後ナデ。

砂粒,長石,パ ミス

にぶい赤褐色

普通

P-70
10%

中央部覆土中層

4

不

土 師 器

A[112]

B[39]
底部欠損。体部は内彎し,日縁

部との境に明瞭な稜をもつ。日

縁部は僅かに内傾する。

体部外面ヘラ削り後ヘラナデ。 母雲石長
，
色

粒

褐

良

砂

赤

不

P-74

50%

竃西側覆上下層

5

不

土 師 器

A[115]

B[36]
底部欠損。体部は内彎し,口縁

部との境に明瞭な稜をもつ。口

縁部は内傾する。

口縁部内・外面横ナデ。体部外

面ヘラ削り後ヘラナデ。

砂粒,雲母

にぶい橙色

普通

P-75
5%
覆土中層

6

郭

土 師 器

A[154]

B[29]
底部欠損。体部は外傾して,日

縁部はほぼ直立する。

口縁部内・外面横ナデ。体部外

面ヘラ削り後ヘラナデ。内・外

面黒色処理。

砂粒,パ ミス,長石

黒褐色

普通

P-73
10%

竃西側覆土中層

7

不

土 師 器

A 152
B 44
C 65

平底。体部は内彎して立ちあが

り,そ のまま口縁部に至る。

口縁部内・外面横ナデ。体部外

面ヘラ肖」り後ヘラナデ。内・外

面黒色処理。

砂粒,パ ミス,雲母

黒褐色

普通

P-71
60%

北束コーナー床面
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図版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

第31図

8

邪

土 師 器

B[37] 日縁部欠損。丸底。体部は内彎

して立ち上がる。

体部外面ヘラ削り後ヘラナデ。

体部外面黒色処理。

母壬
本，

色

粒

褐

通

砂

塁
こ

日

P-72
25%

】ヒ束コーナー床面

9

塊

土 師 器

A[144]

B[59]
底部欠損。体部は内彎して立ち

上がり,日縁部との境に丸みの

ある稜をもつ。短く外反。

口縁部内・外面横ナデ。体部外

面ヘラ削り後ヘラナデ。内面ヘ

ラナデ。

砂粒,パ ミス

にぶい責橙色

普通

P-76
30%

覆上中層

器 種

法   量 (cm) 孔  径

(mm)

重 量

(g)

現存率

(%)
出 土 地 点 備 考

最大長 最大幅 最大厚

球 状 土 錘 07 覆 土 上 層 DP-26

球 状 上 錘 27 27 覆 土 上 層 DP-27

12 球 状 土 錘 覆 土  中 DP-28

13 管 状 土 錘 07 [221] 覆 上 上 層 DP-30

管 状 土 錘 20 21 [135] 覆  土  中 DP-31

聖版番号 器 種 石 質

法   量 (cm) 重 量

(g)

現存率

(%)
出土 地 点 備 考

最大長 最大幅 最大厚

石砥 砂  岩 [103] 27 [1486] 覆  土  中 Q-3
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第10号住居跡 (第32図 )

位置 調査区の南部,D2g。 区を中心に確認されている。

規模と平面形 東壁の立ち上がりは不明であるが,長軸3.4m,短軸 [3.2]mの 方形を呈する住居

跡 と推定される。

主軸方向 N-8°一W。

壁 壁高25～36cmを測 り,外傾して立ち上がっている。

床 床面は, トレンチャーによる撹乱を受け,ほ とんど失われている。

電 北壁中央部に付設されており,壁外に50cm程掘 り込み,砂質粘上で構築されている。 トレン

チャーにより大半が破壊され,袖部が断片的に残存しているにすぎない。規模は,長 さ100cm,幅

118cmを有するものと推定される。火床部,煙道部は不明である。

覆土 全体的に撹乱を受けているため,堆積状況は不明。

所見 本跡は,出土遺物も極少量のため時期決定は困難であるが,住居跡の規模,形態等から奈

良時代の住居跡 と考えられる。

④ 司

。
|口 |

A 30.2m

0               2m

ご
〓パ

h牡

|

第32図 第 10号住居跡実測図
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第11号住居跡 (第34図 )

位置 調査区の南部,D2e9区を中心に確認されている。

規模と平面形 長軸5.Om,短軸4.8mの隅丸方形を呈している。

主軸方向 N-19° 一 Vヽ。

壁 壁高34～38cmを測 り,垂直に近い状態で立ち上がっている。

床 床面は,全体的にトレンチャーにより撹乱を受けているが,残存部は,堅緻である。残存す

る帯状の床面からは,炭化材,焼上が出上している。

ピット 4か所 (Pl～P4)が検出されている。いずれも主柱穴である。長径28～32cm,短径24～ 32

cm,深 さ35～70cmを測る。柱穴を結んだ線が一辺 2mの方形状に配置される。

竃 北壁中央部を壁外に10cm程掘 り込み,砂質粘上で構築されている。 トレンチャーによって大

半が破壊され,袖部が断片的に残存しているにすぎなヤ|。 規模は,長さ96観,幅155cmを有するも

のと推定される。火床部,煙道部は不明である。

覆土 七―ムブロックを全体的に含んでおり人為堆積 と思われる。

遺物 遺物は全体的に極少量の上師器片が出土している。 3・ 4の邪は中央部床面からつぶれた

状態で, 5の不は南西コーナー付近の床面から正位の状態で出土している。

所見 壁下及び床面からは,少量の焼土,炭化物が検出されており,焼失家屋と考えられる。本

跡は,出土遺物や住居跡の規模,形態等から古墳時代後期の住居跡と考えられる。
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第12号住居跡 (第36図 )

位置 調査区の南部,D2d7区 を中心に確認されている。

規模と平面形 長軸5.2m,短軸4.9mの隅丸方形を呈している。

主軸方向 N-10° 一W。

壁 壁高は,20～ 44clnを 測 り,壁は,外傾及び垂直に近い状態で立ち上がっている。

床 全体が トレンチャーによる撹乱を受けているが,残存する床は,平坦で堅緻である。

ピット 4か所 (Pl～P4)が検出されている。いずれも主柱穴で,長径30～33cm,短径28～ 32cm,

深さ43～60cmを測 り,柱穴を結んだ線が一辺 3mの方形状に配置されている。

第11号住居跡出土遺物観察表

∃版番号 器 種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考

第35図

1

甕

土 師 器

A[170]

B[47]
日縁部片。頸部はくびれ,口縁

部は外反して立ち上がる。

口縁部内・外面横ナデ。 砂粒,パ ミス,長石

にぶい黄褐色

普通

P-78
10%

南西部覆土中層

2

不

土 師 器

A[134]

B[52]
底部欠損。体部は内彎し,日縁

部はやや内傾する。

口縁部内・外面横ナデ。体部外

面ヘラ肖Jり 後ヘラ磨き。内・外

面黒色処理。

砂粒,パ ミス,雲母

橙色

普通

P-81

15%

南西部覆土中層

3

不

土 師 器

A[150]

B[31]
底部欠損。体部 は内彎 して立 ち

上が り,口縁部 は直立す る。

口縁部内・ 外面横 ナデ。体部外

面ヘ ラ肖Jり 後ヘ ラナデ。内・ 外

面黒色処理。

砂粒,パ ミス

黒褐色

普通

P-79
40%

中央部床面

4

不

土 師 器

A[132]

B[33]
底部欠損。体部は僅かに内彎し

て立ち上がり,日縁部はほぼ直

立する。

口縁部内・外面横ナデ。内・外

面黒色処理。

砂粒,雲母

黒褐色

普通

P-82
10%

中央部床面

5

不

土 師 器

A[139]

B[36]
底部欠損。体部は内彎して立ち

上がり,口縁部は直立する。

口縁部内・外面横ナデ。体部外

面ヘラ削り後ヘラナデ。内・外

画黒色処理。

パミス,雲母砂粒，艶
螂

P-80

35%

南西コーナー床面
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寵 北壁中央部を壁外に20cm程掘 り込み,砂質粘上で構築されている。規模 は,長さ96cm,幅 95

cmを有するものと推定される。 トレンチャーにより大半が破壊され,袖部が断片的に残存 してい

るにすぎない。火床部,煙道部 は不明である。

覆土 全体的に撹乱を受けているため,堆積状況は不明である。

遺物 少量の上師器片が出上 している。主な遺物 は, 8の邪が竃内から出土し, 5の不 は西壁際

床面から出土 している。

所見 本跡は,出土遺物や住居跡の規模,形態等から古墳時代後期の住居跡 と考えられる。

第12号住居跡出土遺物観察表

目版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・ 色調・ 焼成 備   考

第37図

1

甕

土 師 器

A[166]

B[129]

胴下半部欠損。頸部 は くびれ ,

日縁部 は外反 して立 ち上が る。

日縁部内・外面横ナデ。胴部は,

内 ,外面ヘラ削り後ヘラナデ。

砂粒,長石,パ ミス

明赤褐色

普通

P-84
25%

南西コーナー覆土

2

甕

土 師 器

A[176]

B[49]
日縁部片。日縁部は大きく外反

する。

回縁部内・ 外面横 ナデ。 砂粒,パ ミス,雲母

にぶい橙色

普通

P-86
5%
覆土中層

3

斐

土 師 器

B[73〕

C[104]

底部片。平底。体部は内彎して

立ち上がる。

胴部外面ヘ ラ削 り後ヘラナデ。 砂粒,パ ミス,長石

明褐色

普通

P-90
10%

中央部覆土中層

4

甕

上 師 器

B[39]
C 80

底部片。平底。胴部は僅かに内

彎して立ち上がる。

胴下端部ヘラ削り後ヘラ磨き。 砂粒,雲母,礫

黒色

普通

P-87
15%

中央部覆上中層

5

イ

土 師 器

A[145]

B[53]
底部欠損。体部は内脅し,国縁

部との境に明瞭な稜をもつ。口

縁部は内傾する。

口縁部内・外面横ナデ。体部外

面ヘラ削り後ヘラナデ。内外面

黒色処理。

砂粒,パ ミス,ス コリア

具褐色

普通

P-92
25%

西壁際床面

6

イ

土 師 器

A[114]

B[32]
底部欠損。体部 は内脅 し,国縁

部 との境 に明瞭 な稜 をもつ。 日

縁部 は内傾す る。

口縁部内・外面横ナデ。体部外

面ヘラ削り。

砂粒 ,パ ミス

暗赤褐色

普通

P-95
10%

覆土中層

7

不

土 師 器

A[144]

B[45]
底部欠損。体部は内驚して立ち

上がり,そ のまま口縁部に至る。

口縁部内・外面積ナデ。体部ヘ

ラ削り後ヘラナデ。内・外面黒

色処理。

砂粒,ス コリア

黒褐色

普通

P-93
40%

覆土中層

8

不

土 師 器

A[150]

B[40]
底部欠損。体部は内彎して立ち

上がり,国縁部は直立する。

日縁部内・外面横ナデ。体部外

面ヘラ肖」り後ヘラナデ。

砂粒,パ ミス,雲母

灰褐色

普通

P-91
40%

竃内

9

境

土 師 器

A[153]

B107
C[53]

平底。体部は内彎して立ち上が

り,国縁部は僅かに外反する。

口縁部内・外面横ナデ。体部外

面ヘラ肖」り後ヘラナデ。

砂粒,パ ミス,長石

にぶい赤褐色

普通

P-85
35%

覆土中層

コ版番号 器 種

法   量 (cm) 子L 径

(mm)

重 量

(g)

現存率

(%)
出 土 地 片 傭 考

最大長 最大幅 最大厚

球 状 土 鍾 23 34 覆 土 上 層 DP-32

球 状 土 錘 24 7 12 7 覆 土 上 層 DP-33

管 状 土 錘 [21] 19 と 9 [62] 覆 土 中 層 DP-3J

―-57-―



頬

聰

＝

は

附

判

牝

ノ
　
　
　
　
　
ご
一　　　
　　　
　　　
パ

．　
ざ一　　
　　
　　
　　
　　
神
・

0              2m

la'  30       1す

F         4ac 30      二

4acO

0               1m
ト

ー

Ｅ
一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

図第

―-58-一



て

２
|ヤ出

①
‐

◎
沐
岬

10～ 12 S〓

0

第37図 第12号住居跡出土遣物実測図

第13号住居跡 (第38図 )

位置 調査区の南部,E2b3区 を中心に確認されている。

規模と平面形 一辺5.8mの方形を呈している。

主軸方向 N-38° 一W。

壁 壁高18～35cmを 測 り,外傾して立ち上がっている。

床 全体的にトレンチャーによる撹乱を受けているが,残存部は,堅緻で平坦である。

11

%

10Cm

―-59-―



A

C

A30.3m

hl∪

⑫ 引

パ
一

ご
一

ロ

パ
一

―
―
―
　
　
　
醜

Щ
　
　
　
　
‐５

ｑロ

―-60-―

第38図  第13号住居跡実測図
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ピット 7か所 (PI～P7)が検出されている。Pl～P4が主柱穴で,長径32～40cm,短径27～ 36cm,

深さ25～ 74clnを 測る。柱穴を結んだ線が一辺 3mの方形状に配置されている。P5～P7は,長径23

t45cm,短径18～45cm,深 さ50～53cmを測 り,補助柱穴 と思われる。

貯蔵穴 南東壁中央部付近に確認されている。規模は,長径66cm,短径64cm,深 さ26cmを測 り,

底面は平坦で,壁は緩やかに外傾して立ち上がっている。

寵 北壁中央部を,壁外に32cm程掘 り込み,砂質粘上で構築されている。規模は,長さ120cm,幅

132cmを有するものと推定される。トレンチャーによって大半が破壊され,袖部が断片的に残存し

ているにすぎない。火床部,煙道部は不明である。

覆土 全体にロームブロックを多量に含んでおり,人為堆積 と思われる。

遺物 全域にわたって,多量の上師器片や須恵器片が覆土の中・下層から出土している。 3の甕

は,中央部覆土下層から出上し,22の ミニチュア土器は西壁直下床面から, 5の須恵器の甕は,

中央部付近の覆土中層から出土している。

所見 本跡は,出土遺物や住居跡の規模,形態等から古墳時代後期の住居明と考えられる。

第13号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器  穫 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考

第40図

1 土 師 器

A[138]

B[75]
胴中央部以下欠損。胴部は内彎

して立ち上がり,顕部はくびれ,

日縁部は短く外反する。

口縁部内・外面横ナデ。胴部内・

外面ヘラ肖」り後ヘラナデ。

砂粒,パ ミス,長石

橙色

普通

P-97
10%

中央部覆土中層

2

甕

土 師 器

A[212]

B[95]
胴 中央部以下欠損。胴部 は内彎

し,頸部 は くびれ,口縁部 は大

き く外反 して立 ち上が る。

日縁部内・外面横ナデ。胴部内・

外面ヘラ削り後ヘラナデ。

砂粒,パ ミス

明赤褐色

普通

P-96
10%

中央部覆上下層

3

甕

土 師 器

B[55]
C[100]

底部片。平底。胴部 は内鸞 して

立 ち上が る。

胴部下端ヘラ削り後ヘラ磨き。 砂粒,パ ミス,ス コリア

黒色

普通

P-99

15%

中央部覆土

4

甕

器

形

師

小

土

A[147]

B[75]
胴下半部以下欠損。胴部は内彎

し,頸部はくびれ,国縁部は大

きく外反する。

口縁部内・外面横ナデ。胴部外

面ヘラ削り後ヘラナデ。

砂位,パ ミス,ス コリア

橙色

普通

P-98

5%
中央部覆上下庸

5

甕

須 恵 器

A[170]

B[39]
国縁部片。有段口縁。日縁部は

外反する。

巻 き上 げ,ナ デ。 砂粒,パ ミス,長石

黄灰色

普通

P― ■8

5%
中央部覆土中層

6

郭

上 師 器

A[158]

B 45
丸底。体部は内彎し,回縁部と

の境ににぶい稜をもち,国縁部

は直立する。

口縁部内・外面横ナデ。体部外

面ヘラ肖」り。国縁部外面にヘラ

痕。

砂粒,パ ミス

橙色

普通

P-100

75%

南壁際覆土中層

7

不

土 師 器

A144
B 53

丸底。体部は内彎して立ち上が

り,日縁部との境に丸みのある

稜をもつ。日縁部は直立する。

口縁部内・外面横ナデ。体部ヘ

ラ削り後ヘラナデ。

砂粒,パ ミス

橙色

普通

P-101

75%

中央部覆土中層

8

イ

土 師 器

A130
B 45

丸底。体部 は内彎 して立 ち上が

り,口縁部 との境 に明瞭 な稜 を

もつ。 国縁部 は内傾す る。

回縁部 内・ 外面横 ナデ。体部外

面ヘ ラ削 り後ヘ ラナデ。内・ 外

面黒色処理。

砂粒,パ ミス,ス コリア

にぶい橙色

普通

P-102

90%

南壁際覆土中層

9

不

土 師 器

A130
B 51

丸底。体部 は内彎 して立 ち上が

り,日縁部 との境 に明瞭な稜 を

もつ。 国縁部 は内傾す る。

口縁部内・外面積ナデ。体部外

面ヘラ肖Jり 後ヘラナデ。

砂粒,パ ミス,ス コリア

橙色

良

P-103

75%

竃東側覆土中層
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図版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・ 色調・焼成 備   考

第40図

10

不

土 師 器

A[140]

B[35]
底部欠損。体部は内彎し,日縁

部との境ににぶい稜をもつ。国

縁部は外反する。

口縁部内・外面横ナデ。体部外

面ヘラ削り後ヘラナデ。内・外

面黒色処理。

砂粒,長石,雲母

黒褐色

普通

P-105

60%

中央部覆上下層

11

イ

土 師 器

A[137]

BE4_6]

底部欠損。体部は内彎して立ち

上がり,口縁部との境ににぶい

稜をもつ。日縁部は外反する。

口縁部内・外面横ナデ。体部外

面ヘラ削り後ヘラナデ。体部内

面ヘラ磨き。内・外面黒色処理。

砂粒,パ ミス,長石

黒褐色

普通

P-108

40%

中央部覆土中層

12

不

土 師 器

A[138]

B[50]
底部欠損。体部は内彎して立ち

上がり,日縁部は僅かに外反す

る。

日縁部内・外面横ナデ。体部外

面ヘラ削り後ナデ。

ス母警
本軸

髄
範

P-109

30%

中央部覆土中層

イ

土 師 器

A[176]

B〔 30]

底部欠損。体部 は内彎 し,日縁

部 との境 ににぶい稜 を もつ。 日

縁部 は直立す る。

口縁部内・外面横ナデ。 母雲石長粒

色

砂

橙

良

P-111

10%

中央部覆土中層
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雪版番号 器 種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・ 色調・ 焼成 備   考

第 40図

14

イ

土 師 器

A[134]

B[39]
底部欠損。体部は内彎し,口縁

部との境に丸みのある稜をもつ。

国縁部は直立する。

日縁部内・ 外面積 ナデ。体部外

面ヘ ラ削 り後ヘラナデ。内・ 外

面黒色処理。

砂粒,雲母,パ ミス

黒色

普通

P―■2

10%

中央部覆土中層

第41図

15

lTN

土 師 器

A139
B 42
C 53

平底。体部は内彎して立ち上が

り,日縁部はほlF直立する。

口縁部内・外面横ナデ。体部外

面ヘラ肖」り後ヘラナデ。

砂粒,パ ミス,長石

にぶい橙色

普通

P-104

80%

南東コーナー床面

不

土 師 器

A l19
B 31
C 45

平底。体部 は内彎 して立 ちあが

り,そ の まま口縁部 に至 る。

口縁部内・外面横ナデ。体部外

面ヘラ削り後ヘラナデ。

砂粒,パ ミス,長石

明赤褐色

普通

P-106

90%

中央部覆土中層

17

郷

土 師 器

A[110]

B 39
丸底。体部は内鸞して立ち上が

り,口縁部はほぼ直立する。

国縁部内・外面横ナデ。体部外

面ヘラ削り後ヘラナデ。

砂粒,パ ミス,長石

明赤褐色

普通

P-107

60%

中央部覆土中層

18

杯

土 師 器

A[128]

B 34
丸底。体部は内彎して立ち上が

り,そ のまま口縁部に至る。

口縁部 内・ 外面横 ナデ。体部外

面ヘラ削 り後ヘラナデ。体部内・

外面黒色処理。

砂粒,パ ミス

黒色

普通

P-113

50%

中央部覆土中層

鉢

土 師 器

A133
B 71

丸底。体部 は内彎 し,日縁部 と

の境 に明瞭な稜 をもつ。 国縁部

は内傾 して立 ち上が る。

口縁部内・外面横ナデ。体部外

面ヘラ削り後ヘラナデ。

砂粒,パ ミス,雲目

にぶい橙色

普通

P-114

65%

中央南側覆土中層

ア

器

ユチ

師

ニミ
ヽ

土

A 73
B 49

丸底。胴部 は僅 かに内鷺 し,日

縁部 はほぼ直立 して立ち上がる。

口縁部内・ 外面指頭圧痕。 砂粒,長石

明赤褐色

普通

P-115

100%

西壁際中央床面

ア

器

チ

師

ニミ
ヽ

土

A 54
B 46

丸底。体部 は内彎 し,口縁部 は

ほぼ外反 して立 ち上が る。

口縁部 内面指頭圧痕。胴部外面

あ らいヘ ラ削 り。

砂粒,長石,パ ミス

橙色

普通

P-116

100%

東壁際中央床面

ミニチュア

土 師 器

A 40
B 50
C 26

平底。胴部 は,僅かに内彎 して

いる。頸部 は くびれ,国縁部 は

外反 して立 ち上が る。

胴部外面指頭圧痕。 砂粒,長石,パ ミス

橙色

普通

P―■7

100%

西壁際直下床面

器 種

法    量 (cm) 子し 径

(mm)

重 量

(g)

現存率

(%)
出 土 地 点 備 考

最大長 最大幅 最大厚

球 状 土 錘 7 27 4 覆 土 上 層 DP-35

球 状 土 錘 21 24 22 6 [100] 覆 土 上 層 DP-36

球 状 土 錘 22 29 177 竃  前 方 DP-37

球 状 土 鍾 21 25 129 覆  土  中 DP-38

球 状 土 鍾 10 13 [15] 覆  土  中 DP-41

管 状 土 鍾 53 2 2 22 70 電 内 DP-43

管 状 土 鍾 18 17 [13 中 央 床 面 DP-44

管 状 土 錘 15 [70] 竃 内 DP-45

土 錘 竃  東  側 DP-46
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第14号住居跡 (第42図 )

位置 調査区の南部,D212区 を中心に確認されている。

重複関係 第19号住居跡と重複している。第19号住居跡は,本跡の上に貼 り床をして構築されて

いる。

規模と平面形 長軸5.7m,短軸5.2mの方形を呈している。

主軸方向 N-27° 一W。

壁 壁高18～35側 を測 り,垂直及び外傾して立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で,中央部や竃の前面は踏み固められて堅緻である。

ピット 4か所 (Pl～P4)が検出されている。いずれも主柱穴で,長径36～ 54cnl,短径34～ 48cm,

深さ60～77cmを測る。柱穴を結んだ線が一辺 3m前後の方形に配置されている。

貯蔵穴 南コーナに設置されている。平面形は精円形を呈し,規模は長径84cm,短径106cm,深 さ

40cmを測る。底面は皿状で,壁 は,垂直及び外傾して立ち上がっている。

寵 北西壁中央部を壁外に56cm程掘 り込み,砂質粘上で構築されている。規模は,長 さ135cm,幅

110硼 を測る。火床は,壁際にあり,床面 とほぼ同レベルで,レ ンガ状に赤変硬化している。煙道

は緩やかに立ち上がっている。

覆土 自然堆積後撹乱を受けている。

遺物 南西壁付近を除 く全域から多量の上師器片が主に出上している。 7の不,14の高不及び12

の鉢は,竃内から出土し,14の高邪は,逆位で出土し,出土状態から支脚 として使用されたもの

と思われる。 2・ 4・ 6・ 8の不は東コーナーの貯蔵穴内から出土している。

所見 本跡は,出土遺物や住居跡の規模,形態等から古墳時代後期の住居跡と考えられる。

第14号住居跡出土遺物観察表

∃版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

第44図

1

甕

上 師 器

A[170]

B[95]
胴 中央部以下欠損。胴部 は内彎

し,頸部 は くびれ,日縁部 は外

反 して立 ち上が る。

口縁部内・ 外面横 ナデ。胴部外

面ヘ ラ削 り後ヘ ラナデ。

砂泣,パ ミス

明赤褐色

普通

P-120

10%

中央部覆上下層

2

甕

土 師 器

A[172]

B[47]
口縁部片。日縁部は外反する。 口縁部内・外面横ナデ。 り位,パ ミス,ス コリア

橙色

普通

P-122

5%
貯蔵穴内

3

奏

土 師 器

A[174]

B[63]
日縁部片。頸部はほぼ直立し,

口縁部は大きく外反する。

回縁部内・外面横ナデ。 砂粒,長石,雲母

明赤褐色

普通

P-123

10%

中央部床面

4

甑

土 師 器

A259
B250
C 72

無底式。胴部は内彎して立ち上

がり,日縁部は外反する。

口縁部内・外面横ナデ。胴部内・

外面ヘラ削り後ヘラナデ。

砂粒,パ ミス,長石

橙色

普通

P-133

80%

貯蔵穴内

5

甑

土 師 器

B[145]

C[132]

無底式。胴部は外上方に立ち上

力ゞる。

胴外面ヘ ラ削 り後ヘラナデ。 砂粒，髄
範

ミヾス,長石 P-167

25%

中央部床面
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コ版番号 器 種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調 。焼成 備   考

第44図

6

不

土  師  器

A l18

B 55
丸底。体部 は内彎 して立 ち上が

り,国縁部 との境 に明瞭な稜 を

もつ。 国縁部 は内傾 する。

口縁言Б内・ 外面横 ナデ。体部外

面ヘ ラ削 り後ヘ ラナデ。内面放

射状 のヘラ磨 き。

砂粒,パ ミス,雲母

明赤褐色

普通

P-125

98%

貯蔵穴内

7

杯

土 師 器

A131
B 56

丸底。体部は内彎し,日縁部と

の境ににぶい稜をもつ。国縁部

は僅かに外反する。

口縁部内・外面模ナデ。体部外

面ヘラ削り後ヘラナデ。内面異

方向のヘラ磨き。

砂粒,パ ミス,雲母

橙色

普通

P-124

100%

篭内

8

不

土 師 器

A l18

B 55
丸底。体部は内鸞して立ち上が

り,日縁部は直立する。

口縁部内・外面横ナデ。体部ヘ

ラ削り後ヘラナデ。

砂粒,パ ミス,長石

明赤褐色

普通

P-126

100%

貯蔵穴内

9

不

土 師 器

A130
B 66

丸底。体部は内脅し,日縁部と

の境に明瞭な稜をもつ。国縁部

は外反する。

口縁部内・外面横ナデ。体部外

面ヘラ削り後ヘラナデ。

砂粒,パ ミス,長石

明赤褐色

普通

P-129

80%

中央部床面

杯

上 師 器

A[130]

B 66
C[82]

底部欠損。体部は内彎して立ち

上がり,日縁部はやや外反する。

口縁部内・外面横ナデ。体部外

画ヘラ削り後ヘラナデ。

砂粒,パ ミス

橙色

普通

P-130

30%

中央部床面

11

鉢

土 師 器

A[152]

B[94]
底部欠損。体部 は内脅 して立 ち

上が る。 日縁部 は外反する。

口縁部内・外面横ナデ。体部外

面ヘラ肖」り後ヘラナデ。

砂粒 ,パ ミス

明赤褐色

普通

P-131

20%

東コーナー床面

第45図

12

鉢

土 師 器

A143
B 76

丸底。体部は内彎して立ち上が

り,口縁部との境ににぶい稜を

もつ。日縁部は外反する。

口縁部 内・ 外面横 ナデ。体部外

面ヘ ラ削 り後ヘ ラナデ。底部外

面 に木葉痕。

砂粒,パ ミス,長石

赤色

普通

P-128

70%

竃内

13

鉢

土 師 器

A104
B 57
C 49

平底。体部は内彎し,日縁部は

外上方に立ち上がる。

口縁部内・外面横ナデ。体部外

面ヘラ削り後ヘラナデ。体部外

面に輪積痕が残る。

砂粒,パ ミス

にぶ い橙色

普通

P-132

80%

竃内

14

郭

器師

古
向

上

Ａ

Ｂ

Ｄ

Ｅ

招吾著Бはラ ッパ 1犬 |こ ,1き , クト音馬イま

内管 して立 ち上 あが り口縁部 と

の境 に明瞭 な稜 を もつ。 国縁部

は僅 か に外 反 す る。

口縁部内・外面横ナデ。体部外

面ヘラケズリ。脚部外面ヘラ磨

き。脚部内面に輪積痕。

砂粒,雲母,長石

暗赤褐色

普通

P-127

100%

竃内

図版番号 器 種

法   量 (cm) 子L 径

(mm)

重 量

(g)

現存率

(%)
出 土 地 点 備 考

最大長 最大幅 最大厚

15 球 状 土 錘 32 75 [309] 覆  土  中 DP-47

16 球 状 土 錘 31 29 75 22 9 中 央 床 面 DP-48

17 球 状 土 錘 27 28 75 24 3 亀  前 方 DP-49

球 状 土 錘 21 2 2 [108] 覆  上  中 DP-50

管 状 土 錘 55 [22] 25 [282] 中  央  部 DP-51

管 状 土 錘 45 16 [104] 覆  土  中 DP-52

管 状 土 錘 35 と 7 [100] 覆  土  中 DP-53

管 状 土 錘 43 13 57 覆  土  中 DP-54

管 状 土 錘 51 22 [313] 竃 内 DP-55

目版番号 器 種 石  質

法   量 (cm) 重 量

(g)

現存率

(%)
出 土 地 点 考備

最大長 最大幅 最大厚

剣 片 頁  岩 27 2 4 覆  上  中 Q-5

片 黒曜石 24 覆  土  中 Q-6
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第15号住居ptl(第 46図 )

位置 調査区の南部,D2f2区 を中心に確認されている。

重複関係 第16号住居跡 と重複している。本跡が第16号住居跡を掘 り込んでおり,本跡のほうが

新しい。

規模 と平面形 西側が調査区外に延びているため不明であるが,本来は,長軸 [4.0]m,短軸

[5.0]m程の長方形を呈する住居跡と推定される。

主軸方向 N-8°一W。

壁 壁高30～50cmを測 り,ほ ぼ垂直に立ち上がっている。

壁濤 西壁下及び東壁下の北側半分程が撹乱され不明であるが,他は周回している。上幅16～ 42

cm,深 さ6～ 14cnlを 測る。

床 壁際を除きほぼ平坦で,特に中央部が踏み固められて堅緻である。

ピット 4か所 (Pl～P4)が検出されている。いずれも主柱穴で,長径52～78cm,短径35～ 62cm,

深さ32～57cmを測る。柱穴を結んだ線が一辺 3mの方形状に配置されている。

寵 北壁中央部を壁外に12cm程掘 り込み,砂質粘土で構築されているが,天丼部は,崩落してい

る。規模は,長さ92cm,幅 116cmを測る。トレンチャーの撹乱を受けているが,遺構の掘 り込みが

深いため遺存状態は良い。火床は床面を僅かに掘 り窪めた程度で,赤変硬化している。煙道部は,

緩やかに外傾して立ち上がっている。

覆上 自然堆積。

遺物 竃周辺の覆上下層から,少量の土師器片が出上している。3の不が竃内から出上している。

所見 本跡は,出土遺物や住居跡の規模,形態等から古墳時代後期の住居跡 と考えられる。

第15号住居跡出土遺物観察表

∃版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・ 色調・ 焼成 備   考

第 48図

1

甕

上 師 器

A[219]

B[34]
口縁部片。口縁部は大きく外反

して立ち上がる。

口縁部内・外面横ナデ。 砂粒,パ ミス,長石

明赤褐色

普通

P-134

5%
中央部覆土中層

2

不

土 師 器

A[145]

B[43]
底部欠損。体部は内彎して立ち

上がり,口縁部は直立する。

口縁部 内・ 外面横 ナデ。体部外

面ヘ ラ削 り後ヘラナデ。内面黒

色処理。

砂粒,長石,

橙色

普通

ミス P-137

20%

覆土中

3

不

土 師 器

A[132]

B[43]
底部欠損。体部は僅かに内彎し

ながら,そ のまま口縁部に至る。

体部外面ヘ ラ削 り後ヘラナデ。 砂粒,長石,パ ミス

明赤褐色

普通

P-138

15%

亀内

4

鉢

土 師 器

A[132]

B[44]
体部中央以下欠損。体部は内彎

し,口縁部は外反して立ち上が

る。

口縁部内・ 外面積 ナデ。 砂粒,長石,パ ミス

にぶい橙色

普通

P-135

5%
覆土中
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図版番号 器 種

法   量 (cm) 孔  径

(mm)

重 量

(g)

現存率

(%)
出 土 地 点 備 考

最大長 最大幅 最大厚

第48図 5 管 状 土 錘 14 14 覆 土  中 DP-56

A

A30.3m

第47図 第15号住居跡寵実測図
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第48図 第15号住居猷出土遺物実測図

第16号住居跡 (第46図 )

位置 調査区の南部,D2f2区 を中心に確認されている。

重複関係 第15号住居跡 と重複している。第15号住居跡が本跡を掘 り込んでいるので,本跡のほ

蓼
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うが古ヤゝ。

規模 と平面形 東・南壁の―部が検出され,他は,調査区外になっているため,本来は,一辺が

[5.0]m程の方形を呈する住居跡と推定される。

壁 壁高 4～32cmを測 り,ほ ぼ垂直に立ち上がっている。

床 平坦で堅緻である。

ピット 1か所 (Pl)が検出され,主柱穴であると考えられる。長径46cm,短径46側,深さ64cm

を測る。その他のピットについては調査区外に存在するものと推定される。

竃 調査区外に存在するものと推定される。

覆土 全体的にロームブロックを含んでおり,人為堆積 と思われる。

遺物 遺物は土師器片で少ない。 2の邪は,南西壁床面から出上している。

所見 本跡は,出土遺物や住居跡の規模,形態等から古墳時代後期の住居跡 と考えられる。

(≡
三二三三十⊇   

く`
(三こここととデ多=多デイ士

第49図 第16号住居跡出土遺物実測図

④
‐④
学

3

老
0              10cm

第 16号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考

図４ ９

　

１

第 不

土 師 器

A[124]

B[36]
底部欠損。体部は内彎して立ち

上がり,日縁部との境に明瞭な

稜を有する。国縁部は内傾する。

外

剥

部

面

体

内

国縁部 内・ 外面横 ナデ

面ヘ ラ削 り後ヘ ラナデ

離が著 し く,調整不明

砂粒,パ ミス,雲母

明赤褐色

普通

P-140

20%

中央部覆上下層

2

イ

土 師 器

B[43] 口縁部欠損。丸底。体部は,内

彎気味に立ち上がる。

体部外面 はヘラ肖」り後ヘラナデ。 砂粒,パ ミス,ス コリア

赤褐色

普通

P-141

20%

南西壁床面

雪版番号 器 種

法   量 (cm) 孔  径

(mm)

重 量

(g)

現存率

(%)
出土 地 点 備 考

最大長 最大幅 最大厚

3 淋 状 土 錘 31 31 40 覆 土  中 DP-57
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第 17号住居跡 (第50図 )

位置 調査区の南部,ElaO区を中心に確認されている。

規模 と平面形 長軸4.lm,短軸4.8mの やや隅丸長方形を呈 している。

主軸方向 N-3° 一W。                           .

壁 壁高50～65cmを測 り,ほ ぼ垂直に立ち上がっている。

壁濤 幅20～ 32cm,深 さ 4～ 10cmを測 り,壁下を全周 している。

床 平坦で,中央郡及び竃前面が特によく踏み固められている。

ビット 4か 所 (Pl～P4)が検出されている。いずれも主柱穴で,長径60～ 100cna,短 径56～ 80cm,

深さ60～75cmを測る。柱穴を結んだ線が一辺2.6mの方形状に配置されている。

寵 北西壁中央部やや東寄 りを,壁外に34硼程掘 り込み,砂質粘上で構築されている。規模 は,

長さm2cm,幅100cmを 測る。火床は,床面を10cmほ ど掘 り窪められて,レ ンガ状に赤変硬化 して

いる。天丼部はすでに崩落 している。

覆上 自然堆積。

遺物 全域から少量の土師器片が覆土全層から出土 している。 4の鉢 は,竃内からつぶれた状態

で出土し, 3の 高台付不が竃西側覆土下層から出土 している。

所見 本跡は,出土遺物や住居跡の規模,形態等から奈良時代の住居跡 と考えられる。

第17号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・ 色調・焼成 備   考

図５２
　
１

第 甕

土 師 器

A[172〕

B[68]
口縁部片。頸部はくぴれ,国縁

部は大きく外反して立ち上がる。

口縁部 内・ 外面横 ナデ。 ス粒

色

通

砂

橙

普

P-142

5%
中央部覆上下層

2

杯

土 師 器

A[117]

B[25]
底部欠損。体部は内彎し,口縁

部との境に丸みのある稜をもつ。

日縁部は直立する。

口縁部内・外面横ナデ。 砂粒,長石,パ ミス

にぶい橙色

普通

P-145

15%

東壁覆土上層

3

高 台 付 邪

須 恵 器

A[154]

B[39]
底部欠損。体部は内彎しながら,

外上方に立ち上がる。

貼り付け高台。水挽き成形。 砂粒,長石,パ ミス

灰白色

普通

P-147

15%

篭西側床面

4

鉢

土 師 器

A180
B 67
C[62]

平底。体部は,内彎して立ち上

がり,日縁部は僅かに外反する。

口縁部内・外面横ナデ。体部内・

外面劉離が著しく,調整不明。

砂粒,長石,パ ミス

明赤褐色

普通

P-146

20%

篭内

目版番号 器 種

法 量 (t‐m) 孔 径

(mm)

重 量

(g)

現存率

(%)
出 土 地 点 備 考

最大長 最大幅 最大厚

5 球 状 土 錘 27 29 29 [219] 覆 土 上 層 DP-58

6 球 状 土 錘 21 22 22 50 中 央 床 面 DP-59

7 管 状 土 錘 19 18 65 1] 覆  土  中 DP-60

―-76-―



。
|四 |

0               2m

第50図 第17号住居跡実測図

―-77-



④ 引

第51図 第17号住居跡亀実測図

0               1m

5～ 7S=%
0

【≡耳正三十
三三

:≡が７
賦
ヽ

③
ハ
ーーーー
Ｗ

◎
‐①

⑤
‐⑬

ヌ

10Cm

第52図 第17号住居跡出土遣物実測回

-781-



第 18号住居跡 (第 53・ 54図 )

位置 調査区の南部,ElcO区 を中心に確認されている。

重複関係 第20号住居跡 と重複 している。本跡は,第20号住居跡を掘 り込んでいるため,本跡の

方が新 しい。

規模 と平面形 南西壁が調査区外のため不明であるが,一辺が [5.0]m程の隅丸方形を呈するもの

と推定される。

主軸方向 N-40° 一W。

壁 壁高24～51cmを測 り,ほ ぼ垂直及び外傾 して立ち上がっている。

床 平坦で,特に中央部や竃前面が踏み固められている。

ビッ ト 4か所 (Pl～P4)が検出されている。いずれも主柱穴で,長径60～ 100cm,短径56～ 80cm,

深さ64～79硼 を測る。柱穴を結んだ線が一辺 3m程の方形状に配置されている。

宅 北壁中央部を壁外に30cm程掘 り込み,砂質粘上で構築されているが,天丼部 は,崩落 してい

る。規模 は,長さ105cm,幅 110cmを 測る。燃焼部 は壁際にあり,火床は,床面 とほぼ同レベルで,

赤変硬化 している。煙道部 は,焚田部から緩やかに外傾 して立ち上がっている。

覆上 自然堆積。

遺物 北西壁付近を除 く全域から土師器片を中心 とする多量の土器片が覆上の中・下層から出土

している。 5。 10の不及び14の高必などは竃内から出上 している。14の高不は,逆位の状態で出

土 し,支脚に使用したと思われる。 8の不 は正位, 9の不 は逆位で中央部覆土中層から出土 して

いる。

所見 本跡は,出土遺物や住居跡の規模,形態等から古墳時代後期の住居跡 と考えられる。

第18号住居跡出土遺物観察表

コ版番号 器 種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

第56図

1

甕

土 師 器

A[200]

B[65]
口縁部片。頸部 は くびれ,口縁

部 は外反 して立 ち上が る。

口縁部内・外面横ナデ。 石長母壬
本

粒

色

通

砂

橙

普

P-150

5%
束コーナー覆土

2

甕

土 師 器

B[53]
C[80]

底部片。平底。胴部は内彎して

立ち上がる。

胴部外面ヘ ラ削 り後ヘラナデ。 パミス,雲母粒，
髄
通

砂

明

普

P-152

15%

北コーナー床面

3

甑

上 師 器

A266
B248
C[72]

無底式。胴部は内彎し,国縁部

は短 く外反している。

口縁部内・外面横ナデ。胴部内・

外面ヘラ削り後ヘラナデ。

パミス,長石砂粒，髄
範

P-163

99%

西 コーナー床面

4

甑

土 師 器

A[217]

B[97]
胴部中央以下欠損。胴部は直立

し,国縁部は短く外反する。国

唇部は外上方に丸くおさめる。

口縁部内・外面横ナデ。胴部内・

外面ヘラ削り後ヘラナデ。内面

ヘラナデ。

砂粒,パ ミス,長石

橙色

普通

P-149

5%
南東際中央床面

5

不

土 師 器

A l1 9

B 52
丸底。体部は内彎して立ち上が

り,国縁部との境に明瞭な稜を

もつ。口縁部は内傾する。

口縁部内・外面横ナデ。体部下

端ヘラ削り後ヘラ磨き。

砂粒,パ ミス,ス コリア

明赤偶色

普通

P-153

90%

篭内
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コ版番号 器 種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・ 色調・ 焼成 備   考

第56図

6

lTN

土 師 器

A[120]

B 40
C[50]

平底。体部は内彎し,口縁部と

の境に明瞭な稜をもつ。日縁部

は外反する。

口縁部内・外面横ナデ。体部外

面ヘラ削り。日縁部外面にヘラ

痕。

砂粒,パ ミス

橙色

普通

P-155

10%

中央部覆土中層

7

不

土 師 器

A[138]

B 45
丸底。体部は内彎し,日縁部と

の境ににぶい稜をもつ。日縁部

はほ′F直立する。

口縁部内・外面横ナデ。体部ヘ

ラ削り後ヘラナデ。内面ヘラ磨

き。内・外面黒色処理。

砂粒 ,パ ミス

黒褐色

普通

P-156

35%

中央部夜土中層

8

不

土 師 器

A[147]

B 37
C[60]

平底。体部は内鸞して立ち上カ

リ,そ のまま口縁部に至る。

口縁部内・外面横ナデ。体部外

面ヘラ削り後ヘラナデ。内・外

面黒色処理。

ス粒

色

通

砂

黒

普

P-157

80%

中央部覆土中層

9

不

土 師 器

A[160]

B[56]
底部欠損。体部 は内彎 し,口縁

部 との境 ににぶい稜 をもつ。 日

縁部 は直立 している。

口縁部内 ,外面横ナデ。体部外

面ヘラ肖」り後ヘラナデ。

砂粒,パ ミス,ス コリア

橙色

良

P-160

25%

中央部覆土中層

不

土 師 器

A[132]

B[38]
底部欠損。外部は内彎し,国縁

部との境に明瞭な稜をもつ。口

縁部は内傾する。

口縁部 内・ 外面横 ナデ。体部外

面ヘラ削 り後ヘ ラナデ。

砂粒,パ ミス,長石

明赤褐色

普通

P-154

20%

電内

第57図

11

不

土 師 器

A[130]

B[66]
底部欠損。体部は内彎し,日縁

部との境に明瞭な稜をもつ。口

縁部は内傾している。

口縁部内・外面横ナデ。体部外

面ヘラ削り後ヘラナデ。

砂粒 ,パ ミス

橙色

普通

P-161

25%

中央部覆土中層

鉢

土 師 器

A[214]

B142
C[90]

平底。体部は内彎して立ち上が

る。頸部はくびれ,国縁部は,

外反している。

日縁部内・外面横ナデ。体部内・

外面ヘラ削り後ヘラナデ。底部

に木葉痕。

砂粒,パ ミス,長石

にぶい褐色

普通

P-162

50%

北コーナー床面

13

鉢

土 師 器

A l1 7

B 62
丸底。体部は内彎して立ち上が

り,そ のまま口縁部に至る。

口縁部内・外面横ナデ。体部内・

外面ヘラ削り後ナデ。輪積痕が

残る。

砂粒,雲母,パ ミス

橙色

普通

P-159

30%

南東壁際覆土中層
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翌版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土 。色調・焼成 備   考

第57図

14

高   不

上 師 器

Ａ

Ｂ

Ｄ

Ｅ

J/N部 は内彎 気味 に立 ち上 が り,

口縁部 との境 ににぶい稜 を もつ。

脚 部 は,ラ ッパ状 に開 き,裾端

部 は外反 す る。

口縁部 内・ 外面横 ナデ。不底部

ヘ ラ削 り後ヘ ラナデ。脚部外面

ヘ ラ磨 き。輪積痕が残 る。

砂粒,長石,雲母

橙色

普通

P-158

100%

竃内

器 種

法   量 (cm) 孔 径

(mm)

重 量

(g)

現存率

(%)
出 土 地 点 備 考

最大長 最大幅 最大厚

15 球 状 土 鍾 35 覆 上  中 DP-61

16 球 状 土 錘 北東壁際覆土 DP-62

17 球 状 土 鍾 33 27 5 南東壁際床面 DP-63

球 状 土 鍾 31 32 南東壁際下層 DP-64

球 状 土 錘 中央部 中層 DP-65

球 状 土 錘 25 [221] 覆  土  中 DP-66

球 状 土 鍾 30 22 2 南東壁際床面 DP-67

球 状 土 鍾 28 70 17 8 中央部 上層 DP-68

球 状 土 錘 27 覆  土  中 DP-69

球 状 土 鍾 27 27 中央部 上 層 DP-70

球 状 土 錘 覆  土  中 DP-71

球 状 土 錘 27 75 覆  上  中 DP-72

球 状 土 錘 南東壁際中層 DP-73

球 状 土 錘 19 中央部 上層 DP-74

球 状 土 錘 中 央 部 下 層 DP-75

ミ ニ チ ュ ア 19 [93] 覆  土  中 DP-77

器 種

法   量 (cm) 孔 径

(mm)

重 量

(g)

現存率

(%)
出 土 地 点 備 考

最大長 最大幅 最大厚

釘 67 [44] 北西部覆土中 M-3
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第19号住居跡 (第58図 )

位置 調査区の南部,D2f2区 を中心に確認されている。

重複関係 第14号住居跡 と重複 している。本跡は,第 14号住居跡の上に構築 されてお り,本跡の

方が新 しい。

規模と平面形 長軸34m,短 軸3.3mの隅丸方形を呈 している。

主軸方向 N-13° 一W。

壁 壁高22～ 28clllを測 り,北壁 は外傾 し,他の壁 は垂直に立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で,電の前面がよく踏み固められていて堅緻である。

ピッ ト 1か所 (Pl)が検出されている。主柱穴で,長径38cm,短径32cm,深 さ47cmを測る。他

の柱穴は検出されなかった。

霊 北壁中央部に砂質粘土で構築されている。 トレンチャーにより大半が撹乱され,袖部が断片

的に残存 しているにすぎない。規模 は,長さ114cm,幅 140cmと 推定される。火床 は一部が検出さ

れ,床をわずかに掘 り窪めている。煙道部は,不明である。

覆上 自然堆積。

遺物 全域から少量の土師器片や須恵器が出上 している。 4の須恵器の浅鉢 は,竃内からつぶれ

た状態で出土している。

所見 本跡は,出土遺物や住居跡の規模,形態等から奈良時代の住居跡 と考えられる。

第19号住居跡出土遺物観察表

∃版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・ 色調・ 焼成 備   考

第59図

1

甕

土 師 器

A211
B[302]

底部欠損。胴部は内彎して立ち

上がり,頸部はくぴれる。日縁

部は短く外反する。

口縁部内・ 外面横 ナデ。胴部外

面ヘ ラ削 り後ヘ ラ磨 き。内面ヘ

ラ削 り後ヘ ラナデ。

砂粒,パ ミス,長石

にぶい褐色

普通

P-119

65%

中央部床面

2

邪

須 恵 器

A[138]

B 45
平底。体部は外傾して立ち上が

り,そのまま口縁部に至る。

水挽 き成形。 石長粒

色

通

砂

灰

普

P-168

25%

篭西側下層

3 須 恵 器

A[145]

B[13]
天丼部欠損。体部は緩やかに傾

斜する。口縁部は下方向に屈曲

し,端部やや尖る。

水挽 き成形。 礫細
，
色

粒

灰

通

砂

責

普

P-169

15%

竃内

4

鉢

器恵

浅

須

A261
B121
C[118]

底部欠損。胴部は外上方に立ち

上がり,口縁部は短く外傾する。

口縁部 内・ 外面横 ナデ。胴部外

面平行叩 き目,内面ヘ ラナデ。

砂粒,パ ミス,ス コリア

浅黄橙色

普通

P-166

85%

篭内覆土上層

器 種

法   量 (cm) 子L 径

(mm)

重 量

(g)

現存率

(%)
出 土 地 点 備 考

最大長 最大幅 最大厚

5 管 状 土 錘 83 27 120 1] 南 壁 際 上 層 DP-80

6 管 状 土 錘 [1 8] [2 6] 南 壁 際 床 面 DP-81
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第20号住居跡 (第 53・ 54図 )

位置 調査区の南部,ElcO区 を中心に確認 されている。

重複関係 本跡は,第 18号住居跡 と重複 している。本跡は第18号住居跡に掘 り込まれているため

本跡の方が古い。

規模 と平面形 北壁両端の北東・北西コーナーしか検出されないため不明の点が多いが,一辺

[50]m程の方形を呈する住居跡 と思われる。

壁 壁高22～28cm測 り,ほ ぼ垂直に立ち上がっている。

床 第18号住居跡よって床面のほとんどが削平されている。残存部は,平坦である。

覆上 自然堆積。

所見 本跡は,出土遺物 は少な く,住居跡の規模,時期について比定することは困難で,第 18号

住居跡が古墳時代後期の住居跡 と考えられることから,そ れ以前の住居跡である。

表 1 住居跡一覧表

住居跡

番 号

位 置 主軸方向 平面形

規    模 床面積

(∬ )

各部 の状況

篭 位 置 覆土 遺  物 備   考

長軸 X短軸(m) 壁高 (cm) 溝 床
，

数

主

人

1 N-3° 一Ⅵ′ 隅丸方形 40× 40 5- 29 16 00 平近 4 北壁中央部 自然 上師器片 178点

2 E2e2 N-22・ ―覇/ 方   形 40-70 34 80 全周 平坦 4 北西壁中央部 自然
土 師器 片 963点 ,

須 恵器 片 7点

3 N-8° 一W 方   形 50× 48 10- 45 24 00 平ll 2 北壁中央部 人為 土師器片794点

4 E2b。 N-5° 一耶「 隅丸方形 73× 72 22-57 52 56 全周 平ll 4 北壁中央部 自然 土師器片471点

5 D2,9 N-2° 一W 方  形 35× 32 7-13 H20 平近 北壁 中央部 自然 土師器片20点

6 D2h9 N-31° 一W 隅丸方形 61× 59 7-25 35 99 平坦 4 北西壁中央部 人 為
土 師器 片 109点 ,

須 恵器 片 2点

7 D2i6 N-8° 一M/ 方  形 36× 33 14´
レヽ38 平坦 4 北壁中央部 自然 土師器片331点

8 D2g4 N-22°一部/ 方   形 25-36 30 74 平坦 4 北西壁中央部 自然
土師器片278点 ,

須恵器片 1点

9 D3fI N-36°一W 方  形 70 67 24-38 46 90 平坦 4 北西壁中央部 自然 土師器片430点

D2g。 N-8° 一M′ 方  形 34× [32] 25-36 [1088] 平坦 北壁中央部 自然 土師器片34声

1] D2e9 N-19°一W 隅丸方形 34-38 24 00 平坦 4 北壁中央部 人為 土師器片 134点

D2d7 N-10°一部F 隅丸方形 52× 49 20-44 25 48 平坦 4 北壁 中央部 自然
土師器 片 848点 ,

須恵器 片 2点

13 E2b3 N-38°一W 方  形 58× 58 18-35 33 64 平坦 4 北壁中央部 人為
土師器片1070点

須恵器片 9点

14 D2i2 N-27°一W 方  形 57× 52 18-35 29 64 平坦 4 北西壁中央部 自然
土師器 片 528点 ,

須恵器 片 8点
S卜 19と重複

15 D2f2 N-8° 一W 方   形 [50]× [40] 30´ フヽ50 [2000] 全周 平坦 4 北壁 中央部 自然
土師器 片 339点 ,

須恵器 片 3点 S卜 16と重複

D2f2 方  形 [50]X[50〕 4ヽマ32 1ヒ 平坦 1 自然
土師器 片 67点 ,

須恵器 片 1点
S卜 15と 重複

17 Ela0 N-3° 一W 隅丸長方形 48× 41 50-65 全周 担
一

4
北西壁 中央

部 東 よ り
自然

土師器 片 m84点 ,

須恵器 片 6点

18 ElcO N-40:― W 長 方 形 [50]× [50] [2500] 24-51 平lH 4 北壁中央部 自然 土師器片543点 S120と 重複

D2,2 N-13°一W 隅丸方形 44× 38 22-28 平坦 1 北壁 中央部 自然
土 師器 片 92点 ,

須 恵器 片 1点

Elc。 方   形 [50]× [50] 22- 28 [2500〕 平坦 自然 土師器片2点 S卜 18と 重複
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2土  坑

土坑として調査した遺構は,15基であるが,本項では,その内の土坑の主な物を記述し,他は

一欄表にした。第 8・ 12号土坑は,調査の結果風倒木痕 と判断したので欠番とした。

第 1号土坑 (第60図 )

位置 調査区の南部,E2,6区に位置する。

重複関係 第 2号土坑を掘 り込んでいるため,新旧関係は,本跡の方が新しい。

規模と形状 長径2.2m,短径1.4mの長楕円形を呈し,深 さ40cmを測る。底面は,浅い皿状で,壁

はほぼ垂直に立ち上がっている。

長径方向 N-3° 一E。

覆上 自然堆積。

遺物 覆土上層から土師器片,管状土錘が出土している。

所見 重複遺構 との関連から,第 2号土坑 (古墳時代)よ り新しい土坑である。

第 2号土坑 (第60図 )

位置 調査区の南部,E2j6区に位置する。

重複関係 第 1号土坑に掘 り込まれている。

規模と形状 長径1.4m,短径1.Omの 楕円形を呈し,深 さ48cmを測る。底面は皿状で,壁 は,南側

がなだらかに立ち上がるほかは,ほ ぼ垂直に立ち上がる。

長径方向 N-4°一W。

覆上 自然堆積。

遺物 土坑内から多量のヤマ トシジミが検出され,覆土中層から管状土錘,雲母片岩及び上師器

の細片が出上している。

所見 出土遺物から,古墳時代の上坑 と考えられる。

第 9号土坑 (第60図)       1

位置 調査区の南部,E2i6区に位置する。

規模と形状 長径0.86m,短径0.74mの 不整楕円形を呈し,深さ42～60cmを 測る。底面には3か所

のピットが検出され,Aは円筒状に掘 り込まれ,B,Cは 不整形の浅い掘 り込みである。壁は,

北壁がほぼ垂直に立ち上がる。東,西壁の上部は撹乱を受けている。

長径方向 N-4° 一W。

覆上 自然堆積。
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遺物 覆土中層より,土師器片, 3, 4の不片が出土 している。

所見 出土遺物から,古墳時代後期の上坑 と考えられる。

第10号土坑 (第60図 )

位置 調査区南部,E2b6区に位置する。

規模 と形状 長径1.25m,短径1 lmの楕円形を呈 し,深 さ40cm程 である。底面は,平坦で堅緻で

ある。壁 は,ほ ぼ垂直に立ち上が り,堅 く締 まっている。

長径方向 N-10° 一W。

覆土 自然堆積。

遺物 覆土中層からは,土師器の必片や球状土錘が出土 している。

所見 出土遺物から古墳時代後期の上坑 と考えられる。

第 9・ 10号土坑出土遺物観察表

図版番号 器  種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・ 色調・ 焼成 備   考

第61図

1

甕

土 師 器

A[144]

B[113]

胴 中央部以下欠損。頸部 は くび

れ,国縁部 は短 く外反 して立 ち

上が る。

口縁部内・外面横ナデ。胴部内・

外面ヘラ削り後ヘラナデ。

砂粒,長石,パ ミス

橙色

普通

P-173

5%
覆土中層

2

甕

土 師 器

A[166]

B[94〕

胴中央部以下欠損。胴部は内彎

して頸部はややくぴれ,国縁部

は外反する。

回縁部内・外面横ナデ。胴部外

面ヘラ削り後ヘラナデ。内面ヘ

ラナデ。

砂粒,パ ミス,雲母

橙色

普通

P-174

5%
覆土中層

3

イ

土 師 器

A[150]

B[39〕

底部欠損。体部は内彎し,日縁

部との境に明際な稜をもつ。口

縁部は直立する。

回縁部内・外面横ナデ。体部外

面ヘラ削り後ヘラナデ。

砂粒,パ ミス,長石

橙色

普通

P-175

20%

覆上中層

4

不

土 師 器

A[140]

B[37]
底部欠損。体部は内彎し,日縁

部との境にBJl瞭 な稜をもつ。日

縁部は僅かに内傾する。

口縁部内・ 外面横 ナデ。体部ヘ

ラ削 り後ヘ ラナデ。内面ヘラ磨

き。内・ 外面黒色処理。

砂粒,パ ミス,礫

黒褐色

普通

P-176

20%

中央部覆土中層

5

鉢

土 師 器

A[110]

B[78]
底部欠損。体部 は内彎 して立 ち

上が り,回縁部 は直立す る。

口縁部内・外面横ナデ。体部外

面ヘラ肖」り後ヘラナデ。内面ヘ

ラナデ。

砂粒,パ ミス,雲母

橙色

普通

P-177

25%

中央部覆上下層

6

不

土 師 器

A[126]

B[51]
底部欠損。体部 は内彎 し,日縁

部 との境 ににぶい稜 をもつ。 日

縁部 は直立す る。

口縁部内・ 外面積 ナデ。体都外

面剣離が著 し く調整不明。

砂粒 ,パ ミス

暗赤褐色

普通

P-178

10%

覆土中層

図版番号 器 種

法   量 (帥 ) 孔  径

(mm)

重 量

(g)

現存率

(%)
出 土 地 点 備 考

最大長 最大幅 最大厚

7 管 状 上 錘 46 1 75 1 7 覆  土  中 DP-82 SK-1

管 状 土 錘 [53] 21 22 [227] 覆  土  中 DP-83 SK-2

9 管 状 土 錘 1 4 1コ 45 覆  土  中 DP-84 SK-6

10 管 状 上 錘 47 25 65 [226] 覆  土  中 DP-85 SK-15
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表 2 土坑一覧表

土坑

番号

位  置 長 径 方 向 平 面 形
規 模

覆土 底面 壁  面 遺 物 備 考

長径×短径(m) 深 さ (m)

I E2i6 N-3° 一E 不整楕円形 22X14 自然 皿状 外 傾 上師器片 30片,管状土錘 SK-2と 重複

2 E2i6 N-4° 一W 楕 円 形 14× 10 自然 皿状 垂  直 土師器片22片,管状土錘 SK-1と 重複

3 N-0. 楕 円 形 15× 13 自然 皿状 垂  直

4 N-40° 一M「 不整精 円形 10× 14 自然 皿状 外  傾

5 N-0 楕 円 形 13× 16 自然 皿状 垂 直

6 Flb。 N-71° 一W 不整橋円形 13× 18 1 33 自然 皿状 垂 直 土師器片16片,管状土鍾

7 E2i2 N― 3 一ヽ V 精 円 形 11× 09 自然 皿状 外 傾

9 E2i6 N-4° 一Ⅵ/ 楕 円 形 09× 07 自然 皿状 外  傾 土師器片 6片

E2b4 N-10°一W 楕 円 形 13× 11 自然 平 坦 垂 直 土師器片196片,球状土錘

E2b6 N-7° 一W 楕  円 形 14X16 自然 平 坦 垂 直 土師器片22片

D3dO N-40°一M′ 楕 円 形 15X10 自然 皿状 外 傾

D3d4 N-39°一W 楕 円 形 14× 11 0 25 自然 皿状 垂  直

D2b? N-2° 一部′ 楕 円 形 18 自然 平 坦 垂 直
縄文式上器片 4片,上師
器片63片,管状土錘
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3 ピ ッ ト群

当調査区からは,総数56基 にのぼるピットが検出された。調査区の南側の緩斜面に位置し,ピ ッ

トの規模,形状及び深さなどは様々で,位置関係の上から竪穴住居跡や掘立柱建物跡のように明

確な遺構 として確認できない要素が多いため,ピ ット群 として取 り扱うことにする。

これらのピット群は,調査区の南側に一つの大きなまとまり(長 さ13m,幅 9m)と して分布し

ている。これらのピットについては,一欄表において掲載した。

表 3 ピッ ト群一覧表

番 号 位  置 長 軸 方 向 平 面 形

規 模
出 上 遺 物

長径×短径(m) 深  さ (m)

1 E2hl N-80° 一E 楕 円 形 040× 033 0 30 自然石 3点

2 E2hl N-0° 楕  円 形 067× 060 土師器片 1片,自然石4点

3 E2hょ N-78°一E 楕 円 形 056× 044 0 72 須恵器片 1片

4 E2hl N-54° 一E 精 円 形 063× 052 0 82 土師器片 1片

5 E2hl N-0 楕 円 形 032× 028 土師器片 1片 ,球状土錘 1点

6A E2h2 N-7°一W 不 定 形 055× 070 0 70 縄文式上器片 1片

E2h2 N-20° 一Mr 円 形 021× 018

6c E2h2 N-78°一W 楕 円 形 052× 036

6D E2h2 N-0 円 形 042× 036

E2h2 N-78°一耶/ 不 定 形 040× 036

7 E2h2 N-47° 一W 楕 円 形 074× 071 土師器片 3片 ,自 然石 1点

8 E2i2 N-66° 一部「 不 定 形 094× 058 管状土錘 1点

9A E2h2 N-0 不 定 形 040× 038 0 78 自然石 1点

9R E2h2 N-28° 一W 楕 円 形 052X032 土師器片 1片

9て E2h2 N-0 不 足 形 033× 026 0 47

10A E2h3 円 形 021X021

E2h3 N-56° 一W 不 定 形 038× 018

E2h3 N-0 橋  円 形 023X015 0 57

E2h8 N-32° 一W 楕 円 形 025× 018 0 29

11 E2h3 N-14° 一Ⅵ/ 円 形 045× 037 0 23-0 65 土師器片 3片 ,自然石 2点

E2ha N -34° ― W 楕 円 形 041X036

11 E2h9 N-55° 一W 不 定 形

12 E2h3 円 形 028× 027 土師器片 1片

13 E2i3 N-15° 一W 不 定 形 0 35 土師器片 5片

N-28° 一E 不 定 形 041 土師器片 2片

E2i2 N-43° 一W 方 形 0 52 土師器片 1片

15B E2,2 N -31° ―覇/ 楕 円 形 033× 030 0 49

16 N-75°一E 不整橋円形 0 46´ レヽ0 52 土師器片 1片

17 E2'2 N-27° ―M「 楕 円 形 0 23 土師器片 2片

17 E2i2 N -23° 一E 不 冠  形 040× 03]
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番  号 位  置 長 軸 方 向 平 面 形

規 模

出 土 遺 物
長径×短径(m) 深   さ (m)

17c E212 三  角 形 022× 017 0 14

N-39°一E 不 定 形 051× 032 0 39 土師器片 3片

N-0° 楕  円 形 033× 026 0 33 土師器片 5片

N-56°一部「 不 定 形 039× 033 0 46 土師器片 4片

E2gO N-0° 楕 円 形 055× 044 0 77

E2ge N-52°一W 円 形 022× 021 0 88

E2hl N-73°一E 橋  円 形 052X032 0 50

E2g。 N-88°―W 円 形 022× 020 0 15

E2hl N-75°一E 惰 円 形 035× 024 0 45

E2hュ N-46°一E 楕 円 形 094× 067 0 65

N-88°一E 円 形 043× 039 0 54

E2■
1 N-22°一W 楕 円 形 044× 040 0 71

E2hl N-19°一M′ 楕 円 形 079× 061 0 83

E2hl N-40°一M′ 楕  円 形 035× 034 0 15

E2hl N-30°一W 不 定 形 041X029 0 14

E2h2 N-58°一Ⅵ′ 楕 円 形 053X029 0 15

E2h2 N-54°一E 楕 円 形 071× 060 0 24

E2h2 円 形 032× 031 0 69

E2h2 N-32°一M′ 楕  円 形 041× 031 0 78

N-67°一M′ 不 定 形 072× 058 0 52

E2h2 N-3° 一E 円 形 036× 034 067

N-51°一E 不 定 形 031× 026 0 40

E2i3 N-43°一MI 円 形 029× 027 0 10

N-60°一W 円 形 022× 020 0 20

E2i3 N-67°一W 不 定 形 037× 028 072

N-70°―E 不  定 形 033X026 0 44 管状土錘 1点

E2i3 N-0° 不 定  形 047X026 0 26´ ツヽ0 30

N-7° 一W 不 定 形 085× 035 0 29^レ 0 72

E2he N-0° 精  円 形 043× 038 0 77

E2i3 N-85°一E 円 形 044× 040 0 38

E2i3 N-75°一W 楕 円 形 040× 035 0 38

E2i3 N-16°一W 円 形 027× 027 0 22

N-85° 一部F 楕 円 形 050× 035 0 33

E2i4 N-2° 一W 円 形 045× 044 051

51 N-57° 一部I 楕 円 形 038× 027 0 17

N-53°一E 不 定 形 093× 062 0 52-0 79

E2,2 N-45°一W 楕  円 形 057× 033 0 39

E笏 2 円 形 030× 028 054

E獅 2 N-70°一E 楕 円 形 047× 033 0 26

N-3° 一部F 形円 037× 032 0 28
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4 そ の他 の遺 物

沢三木台遺跡の遺構内・外から縄文式上器及び鉄製品などが出土している。縄文式上器には簡

単な解説を加え,他の遺物は一欄表で記載した。

(1)縄文式土器

沢三木台遺跡から出土した縄文式上器片の主なものを記載した。

1は,胎上に繊維を含み内・外面に条痕を施し,断面三角の隆帯を貼付している。早期の野島

式と思われる。2は,胎土に繊維を含み口唇部や外面に撚糸を施し,内面には条痕を施している。

早期末の土器である。 3は,黒浜式上器の口縁部片で胎上に繊維を含んでいる。 4～ 6は,浮島

式上器である。波状に貝殻文を施している。 7～ 13は,前期末葉の上器群で, 9は,小波状の口

縁部片である。14～17の うち16ま でが口縁部片で,いずれも五領が台式上器である。半載竹管に

よる沈線が口縁部に施されている。17は,三角形沈刻文が施されており,14～ 16よ り新しい。
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第64図  遺構外出土遺物実測図

遺構外出土遺物観察表

雪版番号 器 種 法量 (cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

第64図

1

奏

上 師 器

A[18,2]

B[76]
胴部中央以下欠損。胴部は内彎

し,頸部はくびれる。口縁部は

外反して立ち上がる。

口縁部内・ 外面横 ナデ。胴部 は

内・ 外面ヘ ラ削 り後ヘ ラナデ。

内面ヘ ラナデ。

砂粒,長石,パ ミス

明赤褐色

普通

P-179

10%

E2b3

2

甕

土 師 器

A[162]

B[64]
口縁部片。頸部はくびれ,日縁

部は外反して立ち上がる。

口縁部 内・ 外面横 ナデ。 砂粒,パ ミス,長石

明赤褐色

普通

P-181

5%
E2d3

3

甕

土 師 器

A[180]

B[51]
口縁部片。頸部はくびれ,日縁

部は外反して立ち上がる。

日縁部内・外面横ナデ。 砂粒,パ ミス

明赤褐色

普通

P-180

5%
E2d3

4

甕

土 師 器

B[52]
C 65

底部片。平底。体部は内脅して

立ち上がる。

胴部外面ヘラ削り後ヘラナデ。 砂粒,パ ミス,長石

橙色

普通

P-182

20%

E2b3
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図版番号 器 種

法   量 (cm) 7L 径

(Inm)

重 量

(g)

現存率

(%)
出 土 地 点 備 考

最大長 最大幅 最大厚

第62図 1 球 状 土 錘 33 32 70 [308] 覆  土  中 DP-90

2 管 状 土 錘 [161] 覆  土  中 DP-91

3 管 状 土 錘 22 21 50 [163] 覆 土  中 DP-89
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第 3節 考  察

沢三木台遺跡から検出された遺構は出土遺物から,縄文時代,古墳時代,奈良時代に大別する

ことができる。ここでは,検出された各時代の遺構や遺物を I～Ⅲ期に区分し各期ごとにその特

徴を述べ,若干の考察と検討を加えて行 くことにする。

なお,集落については,道路幅という限定された範囲内の調査であり,集落の全容はとらえる

ことができない。集落は,調査の結果や地形等から,さ らに調査区外の北東側や北西側の台地の

先端部付近にまで広がっていることが考えられる。

1 沢三木台遺跡 における出土土器 と住居跡の形態ついて

(1)各期の土器の様相

○ 玲電文時代

沢三木台 I期

この期に伴う縄文時代の遺構は,今回の調査では確認されていない。出土した縄文式上器

は,いずれも表土及び古墳時代や奈良時代の遺構の覆土内からのもので,早期後葉では野島

式に比定されるもの,前期では黒浜式,浮島式に比定されるもの,中期では,五領ガ台式に

比定される土器がいずれも破片の状態で出土している。

○ 古墳時代後期

沢三木台 I期 (鬼高期)

古墳時代後期をそれぞれⅡA,HB,HC期 と3期に分けた。各期の遺物の中で,普遍的

に存在するものは甕と不である。甕は量的に少ないことや器形を復元できたものが極少量で

あるので,形態の分類はしない。邪は各期における出土量が多量なことや,出土土器の中の

器種の割合が40～50%を こえることなどから,その形態の分類を行い,不を中心にHA～ H

C期 における出土土器と住居跡について考察を試みる。

ナ不

a類 口縁部 と体部の境に稜を有する。所謂須恵器の模倣不が主体 となる。底部は丸底で

ある。

a-1類 体部は皿状を呈する。口縁部は直立する。整形技法は口縁部横ナデ,体部内面

ヘラ磨きないしヘラナデ,外面ヘラ削り後ヘラナデが施されるもの。

a-2類 体部は皿状を呈する。国縁部は内傾する。整形技法は口縁部横ナデ,体部内面

ヘラ磨きないしヘラナデ。外面ヘラ削り後ヘラナデが施されるもの。
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a-3類  体部は皿状を呈する。日縁部は外反する。整形技法は,日縁部横ナデ,体部内

面ヘラ磨 きないしヘラナデ。外面ヘラ削 り後ヘラナデが施 されるもの。

b類 体部は内鸞 して立ち上が り,そ のまま口縁部に至る。底部 は丸底 と平底があるが丸

底が多い。

b-1類  体部は,皿状を呈する。口縁部 は直立する。整形技法は口縁部横ナデ,体部ヘ

ラナデ,外面ヘラ削 りないしヘラナデが施 されるもの。

b-2類  体部 は皿状 を呈する。口縁部 はやや内傾する。整形技法は口縁部横ナデ,体部

内面ヘラナデ,外面ヘラ削 りないしヘラナデが施されるもの。

b-3類  体部は皿状を呈する。口縁部 はやや外傾する。整形技法は日縁部横ナデ,体部

内面ヘラナデ,外面ヘラ削 りないしヘラナデが施されるもの。

これらの不や他の遺物について各期 ごとに検討 してい く。 (表中「 1-12と 表記 したものは第 1

号住居跡山土遺物の遺物番号 1を表 している。)

沢三木台 IA期 (鬼高 1期 )

当該期の出土土器 は,土師器が中心で甕,甑,郷,鉢及び高不等が出上 している。須恵器 は出

上 していない。第 14・ 18号住居跡出上の上器を中心 として設定 した。

邪はa類の a-1・ 2類が出上 し, b類 はb-1・ 3類が出上している。不の平均器高指数は,

43で ある。体部内面の整形技法は,暗文状のヘラ磨 きよりも異方向のヘラ磨 きが多 く,中 には内・

外面黒色処理が施 されているものも見受けられる。

甕は,全体の器形を窺えるものは少ない。底部 は,平底である。胴部 は,胴部中央に最大径を

もつ球形状を呈すると思われる。口縁部が「 くJの字状に外反するものが存在する。整形技法は

国縁部内 。外面横ナデ,胴部内面はナデ,外面はヘラ削 りをしているものが多い。甑 は胴部が緩

く内鸞 し,日縁部は外反 している。底部 は 2孔式である。整形技法は,回縁部内・外面横ナデ,

胴部外面ヘラ削 り後ヘラナデ。

高郷 は,脚が短 く「ハ」の字状に開き,外稜を有 している。整形技法は,回縁部内・外面横ナ

デ,体部外面ヘラ削 り後ヘラナデ,脚部外面ヘラ磨 きが施されている。内面に輪積痕が残るもの

が出上 している。

沢三木台 IB期 (鬼高 2期 )

HA期 と同様土師器の甕,邪,鉢及び高不が出土 している。須恵器 は出土 していない。 この期

は第 1・ 2・ 4号住居跡出土土器を中心 として設定 した。

不 は, a類 はすべて出土 している。 b類はb-1類 だけが出上 している。邪の平均器高指数は

36である。 H期 よりも器高指数が低 くなっている。不の口径は,沢三木台HA期 よりも大 きくな

ることが特徴である。HA期 と同様に内・外面に黒色処理の邦が見受けられる。
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甕は,胴部が丸みを帯びた球状を呈し,回縁部が外反するものや短 く外反するものが存在する。

整形技法は,口縁部内・外面横ナデ,胴部外面ヘラ削り後ヘラナデであり A期 と形状には差が

見受けられない。

高不は脚部や不部が出土しⅡA期よりも脚部が長 くなり赤彩されている。整形技法は脚部外面

ヘラ磨きが施され,内面輪積痕が残るものが出土している。

沢三木台 IC期 (鬼高 3期 )

HA・ HB期 と同様に土師器の甕,必及び鉢が出土しているが,HC期 においては須恵器の甕

の口縁部片が出上している。この期は,第13号住居跡出上の上器を中心として設定した。

不は丸底で, a類, b類 とも全て出土している。邪の平均器高指数は30で ある。器高は時期ご

とに低 くなっている。邪の整形技法はHA・ HB期 と変化はない。

甕は,やや長胴化してきている。

高邪は出土していない。

○ 奈良時代

沢二木台Ⅲ期

本期の住居跡は5軒検出されているが,出土遺物が少ないため土器を細別することができない

が, 5軒の内比較的多 く土器を出土した第17・ 19号住居跡の出土土器について述べたい。

第17号住居跡は土師器の出土が少なく,須恵器は,高台付邪で体部 と底部の境に高台を貼 り付

けており,奈良時代前半の湖西古窯産のもので,第 19号住居跡より古い段階の上器 と思われる。

第19号住居跡からは,土師器の甕が出上し,甕は口唇部をつまみあげた後沈線をいれ,胴部外

面下半部にはヘラ削り後ヘラナデを施す,所謂「常総型甕」である。須恵器は邪,蓋,浅鉢が出

土している。界は,第 19号住居跡から体部が直線的に外傾するもの。蓋は天丼部に平坦面を作 り,

国縁部にむかって緩やかに下降し,日縁端部が尖るもの。 浅鉢は,底部が平底で,体部はやや外

傾 して立ち上がり口縁部は屈曲し,体部外面にタタキロが見られる。奈良時代後半と考えられる。

他の 3軒の住居跡については,時期決定する遺物が出土しないが,住居跡の形態や配置等から第

19号住居跡とほぼ同時期 と思われる。

(2)各期の住居跡の形態

○ 語霊文時代

沢三木台 I期

この時期が当調査区に船いて,人間が生活を始めた最初の時期であると思われる。調査区内か

らは,本期の遺構は検出されていないが,早期～中期にかけての遺物が出上していることから,

調査区外の北東狽1台地に当該期の遺構が存在する可台留隆も考えられる。
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○ 古墳時代後期

沢三木台 Ⅱ期 (鬼高期 )

当該期に属する住居跡は14軒 (第 1・ 2・ 3・ 4・ 6・ 8・ 9・ 11。 12・ 13・ 14・ 15。 16・

18号住居跡)検出されている。 これらの住居跡について出土遺物や重複関係などから,古墳

時代後期をⅢ期 (Ⅱ A,HB,HC)に 区分 し,各期毎の特徴について述べて行 くことにす

る。

沢三木台 IA期 (鬼高 1期 )

第 14。 18号の 2軒の住居跡が当該期に属する。平面形は,方形又は長方形を呈 し,一辺が 5～ 6

m程の中形住居跡が 2軒である。主軸方向は,いずれも西にほぼ27°～ 40°傾 く範囲に収 まる。床面

積 は30.0雷 である。主柱穴 は基本的に 4か所で,対角線上に規則的に配置されている。竃は北西

壁側に付設されていることが特徴である。第14号住居跡には南西コーナーに貯蔵穴を有 している。

第67図 沢三木台 IA期住居跡規模 。主軸方向

沢三木台 IB期 (鬼高 2期 )

第 1・ 2・ 4・ 8・ 12・ 16号の 6軒の住居跡が当該期に属する。平面形はいずれも方形又は隅

丸方形を呈し,一辺が7.Om程で床面積52習の大形住居跡が 1軒,一辺が5.0～ 6.Om程で床面積30.5

na2の 中形の住居跡が 4軒,一辺 4m程で床面積 [15.2]m2の 小形の住居跡が 1軒であるが,第 1号

住居跡は南壁が斜面により削平されたため,本来はもっと大きなものと推定される。平均床面積

は36.0∬ である。主軸方向はいずれも西にほぼ 2°～22°傾 く範囲に収まる。主柱穴は基本的に 4か

所である。周濤が全周する住居跡は,第 2・ 4・ 15号住居跡である。周濤が全周する住居跡は,

HA期にはなく,本期に存在している。これらの住居跡は,南東側の傾斜地を囲むように配置さ

れ,第 1号住居跡は,南東側の傾斜地に他の住居跡 と離れて配置されている。竃は北壁や北西壁

に付設されている。第 2号住居跡床面直上からは焼上が検出され,竃の東側から多量の砂が流れ

出た状態で検出されている。時期は異なるが第17号住居跡の竃西側からも同様な状態で砂が検出

されている。この砂は,竃周辺にあることから竃に関係するのではないかと考えられる。
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第68図  沢三木台 IB期住居跡規模 。主軸方向

沢三木台 IC期 (鬼高 3期 )

第 3・ 6。 9。 11・ 13・ 15号の 6軒の住居跡が当該期に属する。平面形は方形ないし隅丸方形

を呈するが,第 15号住居跡は一部調査区外に延びるため長方形を呈していると推定される。規模

は,一辺が 7m程で床面積46.91m2の 大形住居跡が 1軒,5.0～ 6.Om程で床面積29。 4n12の 中形の住居

跡が 5軒で,小形の住居跡は認められない。平均床面積は,32.9a12であり,HB期よりも狭 くなっ

ている。主軸方向は,い ずれも西に 8°～36° に傾 く範囲に収まる。主柱穴は,基本的に 4か所であ

る。周濤は存在していない。竃は北壁や北西壁に付設している。こられらの住居跡は南東狽1の傾

斜地を囲むように配置されている。焼失家屋は 1軒存在する。

第89図 沢三木台 IC期住居跡規模 。主軸方向

○ 奈良時代

沢三木台Ⅲ期

第 5・ 7・ 10・ 17・ 19号の 5軒の住居跡が当該期に属する。平面形はいずれも方形又は方形状

を呈 し,こ れらの住居跡は,一辺が3.5m程の小形住居跡である。平均床面積は,15m2であり,沢

三木台遺跡の中では,最 も狭 くなっている。主軸方向は,10°以内で西に傾 く範囲に収まる。第17

号住居跡は一辺 5m程の長方形を呈 している住居跡で竃の付設が他の住居跡 とは違い,中央からや

3  6  9 11 13 平均
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や東寄 りに偏って付設されている。 これらの住居跡は南東側の傾斜地を囲むように弧状に配置さ

れている。

第70図 沢三木台Ⅲ期住居跡規模 。主軸方向

俗)古墳時代後期 (鬼高期)の鉾田町について

沢三木台遺跡における土器の様相ならびに住居跡の形態を I～Ⅲ期に分けてその特徴を述べて

きたが,当調査区からは,古墳時代後期の住居跡が14軒検出されているので,当遺跡は古墳時代

後期に最も繁栄していたと考えられる。そこで鉾田町における古墳時代後期の遺跡からその概要

を述べてみたい。古墳時代後期の遺跡は,昭和53年度に当教育財団が調査を実施した鹿島線関係

の姻田遺跡,塙遺跡及び昨年度報告された姻田川波遺跡がある。

姻田遺跡は,鹿島郡鉾田町大字姻田に所在し,姻田川波遺跡も,同様に鉾田町大字姻田に所在

し,姻田遺跡とは,ほぼ100mし か離れていないためほぼ同一集落ととらえることができる。塙遺

跡は,同郡鉾田町大字安房に所在している。

姻田川波・姻田遺跡は,沢三木台遺跡から,ほば東南東へ 2 km,塙遺跡は,ほ ぼ北東へ2.5km隔

てて所在している。古墳時代後期の住居跡は,姻田遺跡からは32軒,姻田川波遺跡からは15軒 ,

塙遺跡からは2軒が報告されている。

姻田遺跡の出土土器は,土師器が中心で甕,甑,不,鉢及び高邪が出土し,姻田川波も同様の

器種構成である。塙遺跡は遺構数がすくないため甕,甑及び鉢が出上しているだけで不は出土し

ていない。これらの住居跡に伴う多量の土師器の中で特に杯については,姻田遺跡では82個体 ,

姻田川波遺跡では55個体,沢三木台遺跡では68個体が出土している。これらの杯について前述の

形態に従い分類すると姻田遺跡は,全ての形態が出上し, b-1類 (41.5%)が多 く, a_3類

(26.8%), b-3類 (13.4%), a-1類 (9.8%), b-2類 (4,9%), a-2類 (3.7%)の順

で出土している。姻田川波遺跡でも全ての形態が出土し, a類 はa-3類 (32.7%)が多 く, a_

2類 (23.6%), b-1類 (21.8%), b-2類 (9.1%), a-1類 (7.3%), b-3類 (5.5%)

5  7 17 19 平均
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と順に出上している。沢三木台遺跡については, b-1類 (29.4%), a-2類 (26.5%), a―

1類 (19.1%), a_3類 (147%), b-3類 (8.8%), b-2類 (1.5%)の 順で出土している。

これらの遺跡は,全ての形態が出上し, a類の不では,沢三木台遺跡はa類の出土量が平均して

おり,姻田遺跡はa_2類,姻田川波遺跡ではa_1類の邪の割合が少ない。 b類の杯では,沢

三木台遺跡,姻田遺跡及び姻田川波遺跡からb-1類が多 く出上し, b-3類, b-2類 の割合

が少ない。

また,姻田遺跡からは32軒中 5軒 (第 9。 10・ 23・ 24・ 37号住居跡)か ら石製模造品が出上し

ている。姻田川波遺跡は,15軒の中で第15号住居跡から石製模造品と須恵器の高不が出上してい

る。この須恵器の高不は中村編年によるとI形式の 3段階という古い段階の様相を示している。

一応の目安 としての年代については,邪の形態の変遷や須恵器の編年から沢三木台遺跡の年代は,

沢三木台ⅡA期は6世紀前葉,沢三木台HB期 は6世紀中葉,沢三木台HC期は6世紀後葉頃と

考えられる。姻田・姻田川波遺跡の初源は, 5世紀後棄から6世紀前葉 と考えられるため沢三木

台遺跡より集落 としての始まりは古いものと推定される。

なお,塙遺跡の第 3号住居跡出土土器は,沢三木台HA期 とほぼ同時期 と思われ,姻田川波遺

跡では鬼高H期 と報告されたものは沢三木台遺跡のⅡA期 と同時期 と考えられる。

鉾田町における古墳時代後期の時期について述べてきたが,限 られた調査範囲であり,出土遺

物等も限られているため今後の類例を待ち,さ らに再検討を加えて行かなければならない。

以上,沢三木台遺跡は,古墳時代後期前半にはこの地が最も栄え大きな集落を形成し,その後

一時期集落の断絶を経て奈良時代に再び集落が形成されたものと思われる。

引用 。参考文献

(1)静岡県湖西市「大沢第 4・ 5地点遺跡発掘調査報告書」1985年

(2)茨城県教育財団「姻田遺跡他」 茨城県教育財団文化財調査報告Ⅵ 1980年

は)茨城県教育財団「姻田川波遺跡 姻田城跡」茨城県教育財団文化財調査報告第68集 1990年

(4)中村浩「和泉陶邑窯の研究J柏書房 1981年
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主要地方道水戸鉾田佐原線道路改良工事に伴い,鉾田町に所在する沢三木台遺跡,餓鬼塚の発掘

調査は昭和61年 7月 から同年10月 にかけて実施された。

調査の結果,餓鬼塚からは,部分的な堀 1条が検出されるのみで,遺物もほとんど出土しなかっ

た。沢三木台遺跡からは,古墳時代後期から奈良時代の竪穴住居跡20軒,土坑15基,ピ ット群 1

か所が検出された。古墳時代の遺構は,後期 (鬼高期)の住居跡が中心ですべてに竃が付設され

ている。遺物は,上師器を中心にして,僅かに須恵器が出上している。第13号住居跡出上の一括

資料は,こ の期の器種構成を示唆するものと考えられる。

奈良時代の遺構は,撹乱を受け不明な点も多いが,第 17号住居跡が,他の住居跡の形態と相違

することなどが上げられる。遺物についても,こ の住居跡から高台付不が出上し,胎土や整形技

法等から在地の須恵器ではなく,東海系の湖西古窯の須恵器であることから当時の文化交流の一

端について知ることができた。

今回の調査は,道路幅という限定された範囲の調査であったが,古墳時代後期から奈良時代の

集落跡を検出できたことや数少ない遺物の中から,当時の文化交流について確認できたことなど

一応の調査成果を上げることができた。本報告書が鉾田町ならびに鹿行地方の歴史を解明するた

めの研究資料として活用されれば幸いである。

なお,本報告書をまとめるにあたり,鉾田町教育委員会をはじめ,関係各位から多 くの御指導,

御協力を頂いたことに対し,心から感謝の意を表したい。
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